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(57)【要約】
　上りリンクにおけるチャネル状態情報の報告を効率的
に実行する。端末装置であって、第１のＣＳＩプロセス
に関する第１のＲＩを報告し、第２のＣＳＩプロセスに
関する第２のＲＩを報告する送信部を備え、あるサブフ
レームにおいて前記第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩ
の報告が衝突し、かつ、前記第１のＲＩと前記第２のＲ
Ｉが第１のフォーマットを使用した同一の物理上りリン
ク制御チャネルで報告され、かつ、前記第１のＣＳＩプ
ロセスが前記第２のＣＳＩプロセスに対するＲＩ参照Ｃ
ＳＩプロセスでない場合には、前記第１のＲＩと前記第
２のＲＩが報告され、前記第１のＣＳＩプロセスが前記
第２のＣＳＩプロセスに対するＲＩ参照ＣＳＩプロセス
である場合には、前記第１のＲＩの報告と前記第２のＲ
Ｉの報告のいずれか１つがドロップされる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　端末装置であって、
　第１のチャネル状態情報報告、第２のチャネル状態情報報告、および、スケジューリン
グリクエストを送信する送信部を備え、
　あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存在する場合には
第１のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告を送信し、前記第１のチャ
ネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告が存在する場合には前記第１の
ＰＵＣＣＨリソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報
報告および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に送信し、
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエストと前記第１のチャネ
ル状態情報報告を同時に送信するためには用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソースは
前記スケジューリングリクエスト、前記第１のチャネル状態情報報告、および前記第２の
チャネル状態情報報告を同時に送信するために用いられる
　端末装置。
【請求項２】
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットと前記第２
のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットが異なる
　請求項１記載の端末装置。
【請求項３】
　前記第１のチャネル状態情報報告と前記第２のチャネル状態情報報告は、異なるＣＳＩ
プロセスに対するチャネル状態情報報告である
　請求項１記載の端末装置。
【請求項４】
　前記第１のチャネル状態情報報告と前記第２のチャネル状態情報報告は、異なるサブフ
レームセットに対するチャネル状態情報報告である
　請求項１記載の端末装置。
【請求項５】
　基地局装置であって、
　端末装置から第１のチャネル状態情報報告、第２のチャネル状態情報報告、および、ス
ケジューリングリクエストを受信する受信部を備え、
　あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存在する場合には
第１のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告を受信し、前記第１のチャ
ネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告が存在する場合には前記第１の
ＰＵＣＣＨリソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報
報告および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に受信し、
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエストと前記第１のチャネ
ル状態情報報告を同時に受信するためには用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソースは
前記スケジューリングリクエスト、前記第１のチャネル状態情報報告、および前記第２の
チャネル状態情報報告を同時に受信するために用いられる
　基地局装置。
【請求項６】
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットと前記第２
のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットが異なる
　請求項５記載の基地局装置。
【請求項７】
　前記第１のチャネル状態情報報告と前記第２のチャネル状態情報報告は、異なるＣＳＩ
プロセスに対するチャネル状態情報報告である
　請求項５記載の基地局装置。
【請求項８】
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　前記第１のチャネル状態情報報告と前記第２のチャネル状態情報報告は、異なるサブフ
レームセットに対するチャネル状態情報報告である
　請求項５記載の基地局装置。
【請求項９】
　端末装置の通信方法であって、
　第１のチャネル状態情報報告、第２のチャネル状態情報報告、および、スケジューリン
グリクエストを送信し、
　あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存在する場合には
第１のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告を送信し、前記第１のチャ
ネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告が存在する場合には前記第１の
ＰＵＣＣＨリソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報
報告および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に送信し、
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエストと前記第１のチャネ
ル状態情報報告を同時に送信するためには用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソースは
前記スケジューリングリクエスト、前記第１のチャネル状態情報報告、および前記第２の
チャネル状態情報報告を同時に送信するために用いられる
　通信方法。
【請求項１０】
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットと前記第２
のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットが異なる
　請求項９記載の通信方法。
【請求項１１】
　基地局装置の通信方法であって、
　端末装置から第１のチャネル状態情報報告、第２のチャネル状態情報報告、および、ス
ケジューリングリクエストを受信し、
　あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存在する場合には
第１のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告を受信し、前記第１のチャ
ネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告が存在する場合には前記第１の
ＰＵＣＣＨリソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報
報告および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に受信し、
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエストと前記第１のチャネ
ル状態情報報告を同時に受信するためには用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソースは
前記スケジューリングリクエスト、前記第１のチャネル状態情報報告、および前記第２の
チャネル状態情報報告を同時に受信するために用いられる
　通信方法。
【請求項１２】
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットと前記第２
のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットが異なる
　請求項１１記載の通信方法。
【請求項１３】
　端末装置に搭載される集積回路であって、
　第１のチャネル状態情報報告、第２のチャネル状態情報報告、および、スケジューリン
グリクエストを送信する機能を前記端末装置へ発揮させ、
　あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存在する場合には
第１のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告を送信し、前記第１のチャ
ネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告が存在する場合には前記第１の
ＰＵＣＣＨリソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報
報告および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に送信し、
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエストと前記第１のチャネ
ル状態情報報告を同時に送信するためには用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソースは
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前記スケジューリングリクエスト、前記第１のチャネル状態情報報告、および前記第２の
チャネル状態情報報告を同時に送信するために用いられる
　集積回路。
【請求項１４】
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットと前記第２
のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットが異なる
　請求項１３記載の集積回路。
【請求項１５】
　基地局装置に搭載される集積回路であって、
　端末装置から第１のチャネル状態情報報告、第２のチャネル状態情報報告、および、ス
ケジューリングリクエストを受信する機能を前記基地局装置へ発揮させ、
　あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存在する場合には
第１のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告を受信し、前記第１のチャ
ネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告が存在する場合には前記第１の
ＰＵＣＣＨリソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報
報告および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に受信し、
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエストと前記第１のチャネ
ル状態情報報告を同時に受信するためには用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソースは
前記スケジューリングリクエスト、前記第１のチャネル状態情報報告、および前記第２の
チャネル状態情報報告を同時に受信するために用いられる
　集積回路。
【請求項１６】
　前記第１のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットと前記第２
のＰＵＣＣＨリソースにおいて用いられるＰＵＣＣＨフォーマットが異なる
　請求項１５記載の集積回路。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、端末装置、基地局装置、通信方法、および、集積回路に関する。
　本願は、２０１５年７月８日に、日本に出願された特願２０１５－１３６５６７号に基
づき優先権を主張し、その内容をここに援用する。
【背景技術】
【０００２】
　セルラー移動通信の無線アクセス方式および無線ネットワーク（以下、「Long Term Ev
olution （LTE）」、または、「Evolved Universal Terrestrial Radio Access : EUTRA
」と称する）が、第三世代パートナーシッププロジェクト（3rd Generation Partnership
 Project: 3GPP）において検討されている（非特許文献１、非特許文献２、非特許文献３
、非特許文献４、および、非特許文献５）。ＬＴＥでは、基地局装置をｅＮｏｄｅＢ（ev
olved NodeB）、端末装置をユーザ装置（User Equipment: UE）あるいは移動局装置とも
称する。ＬＴＥは、基地局装置がカバーするエリアをセル状に複数配置するセルラー通信
システムである。ここで、単一の基地局装置は複数のセルを管理してもよい。
【０００３】
　ＬＴＥは、時分割複信（Time Division Duplex: TDD）に対応している。ＴＤＤ方式を
採用したＬＴＥをＴＤ－ＬＴＥまたはＬＴＥ　ＴＤＤとも称する。ＴＤＤにおいて、上り
リンク信号と下りリンク信号が時分割多重される。また、ＬＴＥは、周波数分割複信（Fr
equency Division Duplex: FDD）に対応している。
【０００４】
　３ＧＰＰにおいて、端末装置が５つまでのサービングセル（コンポーネントキャリア: 
CC）において、同時に送信、および／または、受信を行うことができるキャリアアグリゲ
ーション（Carrier Aggregation: CA）が仕様化されている。
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【０００５】
　また、３ＧＰＰにおいて、端末装置が５つを超えたサービングセル（コンポーネントキ
ャリア）において、同時に送信、および／または、受信を行うことが検討されている。さ
らに、端末装置が、プライマリーセル以外のサービングセルであるセカンダリーセルにお
いて、物理上りリンク制御チャネル（Physical Uplink Control CHannel: PUCCH）での送
信を行うことが検討されている（非特許文献６）。
　また、３ＧＰＰにおいて、ＰＵＣＣＨの新しいフォーマットおよび／または物理上りリ
ンク共用チャネル（Physical Uplink Shared CHannel: PUSCH）を用いて複数のサービン
グセルのチャネル状態情報（Channel State Information: CSI）を同時に送信することが
検討されている。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００６】
【非特許文献１】"3GPP TS 36.211 V12.4.0 (2014-12) Evolved Universal Terrestrial 
Radio Access (E-UTRA); Physical channels and modulation (Release 12)", 6th-Janua
ry 2015.
【非特許文献２】"3GPP TS 36.212 V12.3.0 (2014-12) Evolved Universal Terrestrial 
Radio Access (E-UTRA); Multiplexing and channel coding (Release 12)", 6th-Januar
y 2015.
【非特許文献３】"3GPP TS 36.213 V12.4.0 (2014-12) Evolved Universal Terrestrial 
Radio Access (E-UTRA); Physical layer procedures (Release 12)", 7th-January 2015
.
【非特許文献４】"3GPP TS 36.321 V12.4.0 (2014-12) Evolved Universal Terrestrial 
Radio Access (E-UTRA); Medium Access Control (MAC) protocol specification (Relea
se 12)", 5th-January 2015.
【非特許文献５】"3GPP TS 36.331 V12.4.1 (2014-12) Evolved Universal Terrestrial 
Radio Access (E-UTRA); Radio Resource Control (RRC); Protocol specification (Rel
ease 12)", 7th-January 2015.
【非特許文献６】"New WI proposal: LTE Carrier Aggregation Enhancement Beyond 5 C
arriers", RP-142286, Nokia Corporation, NTT DoCoMo Inc., Nokia Networks, 3GPP TS
G RAN Meeting #66, Hawaii, United States of America, 8th-11th December 2014.
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　本発明の目的は、上記のような無線通信システムにおいて、基地局装置と端末装置が、
効率的に通信することができる端末装置、基地局装置、通信方法、および、集積回路を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　（１）上記の目的を達成するために、本発明の態様は、以下のような手段を講じた。す
なわち、本発明の一態様における端末装置は、第１のチャネル状態情報報告、第２のチャ
ネル状態情報報告、および、スケジューリングリクエストを送信する送信部を備え、ある
サブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存在する場合には第１の
ＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告を送信し、前記第１のチャネル状
態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告が存在する場合には前記第１のＰＵＣ
ＣＨリソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告お
よび前記第２のチャネル状態情報報告を同時に送信し、前記第１のＰＵＣＣＨリソースは
前記スケジューリングリクエストと前記第１のチャネル状態情報報告を同時に送信するた
めには用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエスト、
前記第１のチャネル状態情報報告、および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に送信
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するために用いられる端末装置であってよい。
【０００９】
　（２）また、本発明の一態様における基地局装置は、端末装置から第１のチャネル状態
情報報告、第２のチャネル状態情報報告、および、スケジューリングリクエストを受信す
る受信部を備え、あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存
在する場合には第１のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告を受信し、
前記第１のチャネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告が存在する場合
には前記第１のＰＵＣＣＨリソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチ
ャネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に受信し、前記第１の
ＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエストと前記第１のチャネル状態情報報
告を同時に受信するためには用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジュ
ーリングリクエスト、前記第１のチャネル状態情報報告、および前記第２のチャネル状態
情報報告を同時に受信するために用いられる基地局装置であってよい。
【００１０】
　（３）また、本発明の一態様における通信方法は、端末装置の通信方法であって、第１
のチャネル状態情報報告、第２のチャネル状態情報報告、および、スケジューリングリク
エストを送信し、あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存
在する場合には第１のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告を送信し、
前記第１のチャネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告が存在する場合
には前記第１のＰＵＣＣＨリソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチ
ャネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に送信し、前記第１の
ＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエストと前記第１のチャネル状態情報報
告を同時に送信するためには用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジュ
ーリングリクエスト、前記第１のチャネル状態情報報告、および前記第２のチャネル状態
情報報告を同時に送信するために用いられる通信方法であってよい。
【００１１】
　（４）また、本発明の一態様における通信方法は、基地局装置の通信方法であって、端
末装置から第１のチャネル状態情報報告、第２のチャネル状態情報報告、および、スケジ
ューリングリクエストを受信し、あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情
報報告のみが存在する場合には第１のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報
報告を受信し、前記第１のチャネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告
が存在する場合には前記第１のＰＵＣＣＨリソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソース
で前記第１のチャネル状態情報報告および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に受信
し、前記第１のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエストと前記第１のチャ
ネル状態情報報告を同時に受信するためには用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソース
は前記スケジューリングリクエスト、前記第１のチャネル状態情報報告、および前記第２
のチャネル状態情報報告を同時に受信するために用いられる通信方法であってよい。
【００１２】
　（５）また、本発明の一態様における集積回路は、端末装置に搭載される集積回路であ
って、第１のチャネル状態情報報告、第２のチャネル状態情報報告、および、スケジュー
リングリクエストを送信する機能を前記端末装置へ発揮させ、あるサブフレームにおいて
、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存在する場合には第１のＰＵＣＣＨリソースで
前記第１のチャネル状態情報報告を送信し、前記第１のチャネル状態情報報告および前記
第２のチャネル状態情報報告が存在する場合には前記第１のＰＵＣＣＨリソースとは異な
る第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告および前記第２のチャネ
ル状態情報報告を同時に送信し、前記第１のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリング
リクエストと前記第１のチャネル状態情報報告を同時に送信するためには用いられず、前
記第２のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエスト、前記第１のチャネル状
態情報報告、および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に送信するために用いられる
集積回路であってよい。
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【００１３】
　（６）また、本発明の一態様における集積回路は、基地局装置に搭載される集積回路で
あって、端末装置から第１のチャネル状態情報報告、第２のチャネル状態情報報告、およ
び、スケジューリングリクエストを受信する機能を前記基地局装置へ発揮させ、あるサブ
フレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報報告のみが存在する場合には第１のＰＵ
ＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告を受信し、前記第１のチャネル状態情
報報告および前記第２のチャネル状態情報報告が存在する場合には前記第１のＰＵＣＣＨ
リソースとは異なる第２のＰＵＣＣＨリソースで前記第１のチャネル状態情報報告および
前記第２のチャネル状態情報報告を同時に受信し、前記第１のＰＵＣＣＨリソースは前記
スケジューリングリクエストと前記第１のチャネル状態情報報告を同時に受信するために
は用いられず、前記第２のＰＵＣＣＨリソースは前記スケジューリングリクエスト、前記
第１のチャネル状態情報報告、および前記第２のチャネル状態情報報告を同時に受信する
ために用いられる集積回路であってよい。
【発明の効果】
【００１４】
　本発明によれば、基地局装置と端末装置が、効率的に通信することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態における無線通信システムの概念を示す図である。
【図２】本実施形態におけるスロットの構成を示す図である。
【図３】本実施形態におけるＰＵＣＣＨセルグループを説明する図である。
【図４】本実施形態におけるＲＩ報告とＣＱＩ報告の方法の一例を示すための図である。
【図５】本実施形態における複数のＰＵＣＣＨが衝突した場合の端末装置１の動作の一例
を示すフロー図である。
【図６】本実施形態における複数のＣＳＩの報告が衝突した場合のドロップのルールの一
例を説明するための図である。
【図７】本実施形態における複数のＣＳＩの報告が衝突している場合の端末装置１の動作
の一例を示すフロー図である。
【図８】本実施形態における端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。
【図９】本実施形態における基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　以下、本発明の実施形態について説明する。
【００１７】
　図１は、本実施形態における無線通信システムの概念図である。図１において、無線通
信システムは、端末装置１Ａ～１Ｃ、および基地局装置３を具備する。以下、端末装置１
Ａ～１Ｃを端末装置１とも称する。
【００１８】
　本実施形態における物理チャネルおよび物理信号について説明する。
【００１９】
　図１において、端末装置１から基地局装置３への上りリンクの無線通信では、以下の上
りリンク物理チャネルが用いられる。ここで、上りリンク物理チャネルは、上位層から出
力された情報を送信するために使用される。
・ＰＵＣＣＨ（Physical Uplink Control Channel）
・ＰＵＳＣＨ（Physical Uplink Shared Channel）
・ＰＲＡＣＨ（Physical Random Access Channel）
【００２０】
　ＰＵＣＣＨは、上りリンク制御情報（Uplink Control Information: UCI）を送信する
ために用いられる。ここで、上りリンク制御情報には、下りリンクのチャネルの状態を示
すために用いられるチャネル状態情報（CSI: Channel State Information）が含まれても
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よい。また、上りリンク制御情報には、ＵＬ－ＳＣＨリソースを要求するために用いられ
るスケジューリング要求（SR: Scheduling Request）が含まれてもよい。また、上りリン
ク制御情報には、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（Hybrid Automatic Repeat request ACKnowledgemen
t）が含まれてもよい。ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、下りリンクデータ（Transport block, Medi
um Access Control Protocol Data Unit: MAC PDU, Downlink-Shared Channel: DL-SCH, 
Physical Downlink Shared Channel: PDSCH）に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫを示してもよい
。
【００２１】
　すなわち、ＨＡＲＱ－ＡＣＫは、ＡＣＫ（acknowledgement）またはＮＡＣＫ（negativ
e-acknowledgement）を示してもよい。ここで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫを、ＡＣＫ／ＮＡＣＫ
、ＨＡＲＱフィードバック、ＨＡＲＱ応答、ＨＡＲＱ情報、または、ＨＡＲＱ制御情報と
も称する。
【００２２】
　ただし、チャネル状態情報（ＣＳＩ）は、チャネル品質インディケータ（Channel Qual
ity Indicator: CQI）、プリコーディングマトリクスインディケータ（Precoding Marix 
Indicator: PMI）、プリコーディングタイプインディケータ（Precoding Type Indicator
: PTI）、および／またはランクインディケータ（Rank Indicator: RI）から構成される
。
　チャネル状態情報は、端末装置１から基地局装置３に対して、所定の周期で周期的に報
告されても良いし、あるいは非周期的に報告されても良い。報告されるＣＳＩをＣＳＩレ
ポートと称し、周期的に報告されるＣＳＩを周期的チャネル状態情報（ピリオディックＣ
ＳＩ：periodic CSI）あるいはピリオディックＣＳＩレポート（periodic CSI report）
と称し、非周期的に報告されるＣＳＩを非周期的チャネル状態情報（アピリオディックＣ
ＳＩ：aperiodic CSI）あるいはアピリオディックＣＳＩレポート（aperiodic CSI repor
t）と称する。
【００２３】
　ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータ（Uplink-Shared Channel: UL-SCH）を送信するため
に用いられる。また、ＰＵＳＣＨは、上りリンクデータと共にＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび／
またはＣＳＩを送信するために用いられてもよい。また、ＰＵＳＣＨは、ＣＳＩのみ、ま
たは、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよびＣＳＩのみを送信するために用いられてもよい。すなわち
、ＰＵＳＣＨは、上りリンク制御情報のみを送信するために用いられてもよい。
【００２４】
　ここで、基地局装置３と端末装置１は、上位層（higher layer）において信号をやり取
り（送受信）する。例えば、基地局装置３と端末装置１は、無線リソース制御（RRC: Rad
io Resource Control）層において、ＲＲＣシグナリング（RRC message: Radio Resource
 Control message、RRC information: Radio Resource Control informationとも称され
る）を送受信してもよい。また、基地局装置３と端末装置１は、ＭＡＣ（Medium Access 
Control）層において、ＭＡＣコントロールエレメントを送受信してもよい。ここで、Ｒ
ＲＣシグナリング、および／または、ＭＡＣコントロールエレメントを、上位層の信号（
higher layer signaling）とも称する。
【００２５】
　ＰＵＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング、および、ＭＡＣコントロールエレメントを送信す
るために用いられてもよい。ここで、基地局装置３から送信されるＲＲＣシグナリングは
、セル内における複数の端末装置１に対して共通のシグナリングであってもよい。また、
基地局装置３から送信されるＲＲＣシグナリングは、ある端末装置１に対して専用のシグ
ナリング（dedicated signalingとも称する）であってもよい。すなわち、端末装置固有
（ＵＥスペシフィック）な情報は、ある端末装置１に対して専用のシグナリングを用いて
送信されてもよい。
【００２６】
　ＰＲＡＣＨは、ランダムアクセスプリアンブルを送信するために用いられる。ＰＲＡＣ
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Ｈは、初期コネクション確立（initial connection establishment）プロシージャ、ハン
ドオーバプロシージャ、コネクション再確立（connection re-establishment）プロシー
ジャ、上りリンク送信に対する同期（タイミング調整）、およびＰＵＳＣＨリソースの要
求を示すために用いられてもよい。
【００２７】
　図１において、上りリンクの無線通信では、以下の上りリンク物理信号が用いられる。
ここで、上りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
いが、物理層によって使用される。
・上りリンク参照信号（Uplink Reference Signal: UL RS）
【００２８】
　本実施形態において、以下の２つのタイプの上りリンク参照信号が用いられる。
・ＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＳＲＳ（Sounding Reference Signal）
【００２９】
　ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連する。ＤＭＲＳは、ＰＵＳＣＨ
またはＰＵＣＣＨと時間多重される。基地局装置３は、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの伝
搬路補正を行なうためにＤＭＲＳを使用する。以下、ＰＵＳＣＨとＤＭＲＳを共に送信す
ることを、単にＰＵＳＣＨを送信すると称する。以下、ＰＵＣＣＨとＤＭＲＳを共に送信
することを、単にＰＵＣＣＨを送信すると称する。
【００３０】
　ＳＲＳは、ＰＵＳＣＨまたはＰＵＣＣＨの送信に関連しない。基地局装置３は、上りリ
ンクのチャネル状態を測定するためにＳＲＳを使用する。
【００３１】
　図１において、基地局装置３から端末装置１への下りリンクの無線通信では、以下の下
りリンク物理チャネルが用いられる。ここで、下りリンク物理チャネルは、上位層から出
力された情報を送信するために使用される。
・ＰＢＣＨ（Physical Broadcast Channel）
・ＰＣＦＩＣＨ（Physical Control Format Indicator Channel）
・ＰＨＩＣＨ（Physical Hybrid automatic repeat request Indicator Channel）
・ＰＤＣＣＨ（Physical Downlink Control Channel）
・ＥＰＤＣＣＨ（Enhanced Physical Downlink Control Channel）
・ＰＤＳＣＨ（Physical Downlink Shared Channel）
・ＰＭＣＨ（Physical Multicast Channel）
【００３２】
　ＰＢＣＨは、端末装置１で共通に用いられるマスターインフォメーションブロック（Ma
ster Information Block: MIB, Broadcast Channel: BCH）を報知するために用いられる
。
【００３３】
　ＰＣＦＩＣＨは、ＰＤＣＣＨの送信に用いられる領域（ＯＦＤＭシンボル）を指示する
情報を送信するために用いられる。
【００３４】
　ＰＨＩＣＨは、基地局装置３が受信した上りリンクデータ（Uplink Shared Channel: U
L-SCH）に対するＡＣＫ（ACKnowledgement）またはＮＡＣＫ（Negative ACKnowledgement
）を示すＨＡＲＱインディケータ（ＨＡＲＱフィードバック、応答情報）を送信するため
に用いられる。
【００３５】
　ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨは、下りリンク制御情報（Downlink Control Informati
on: DCI）を送信するために用いられる。ここで、下りリンク制御情報の送信に対して、
複数のＤＣＩフォーマットが定義される。すなわち、下りリンク制御情報に対するフィー
ルドがＤＣＩフォーマットに定義され、情報ビットへマップされる。
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【００３６】
　例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットとして、１つのセルにおける１つのＰ
ＤＳＣＨ（１つの下りリンクトランスポートブロックの送信）のスケジューリングのため
に用いられるＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマット１Ａ、ＤＣＩフォーマッ
ト１Ｃ）が定義されてもよい。
【００３７】
　ここで、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、ＰＤＳＣＨのスケジューリング
に関する情報が含まれる。例えば、下りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、キャリ
アインディケータフィールド（CIF: Carrier Indicator Field）、リソースブロック割り
当てに関する情報、ＭＣＳ（Modulation and Coding Scheme）に関する情報、ＰＤＳＣＨ
送信における送信レイヤーの数を指示するために用いられる情報（Precoding informatio
n）などの下りリンク制御情報が含まれる。ここで、下りリンクに対するＤＣＩフォーマ
ットを、下りリンクグラント（downlink grant）、または、下りリンクアサインメント（
downlink assignment）とも称する。
【００３８】
　また、例えば、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットとして、１つのセルにおける１
つのＰＵＳＣＨ（１つの上りリンクトランスポートブロックの送信）のスケジューリング
のために用いられるＤＣＩフォーマット（例えば、ＤＣＩフォーマット０、ＤＣＩフォー
マット４）が定義される。
【００３９】
　ここで、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、ＰＵＳＣＨのスケジューリング
に関する情報が含まれる。例えば、上りリンクに対するＤＣＩフォーマットには、キャリ
アインディケータフィールド（CIF: Carrier Indicator Field）、リソースブロック割り
当ておよび／またはホッピング（Resource block assignment and/or hopping resource 
allocation）に関する情報、ＭＣＳおよび／またはリダンダシーバジョン（Modulation a
nd coding scheme and/or redundancy version）に関する情報、ＰＵＳＣＨ送信における
送信レイヤーの数を指示するために用いられる情報（Precoding information and number
 of layers）、などの下りリンク制御情報が含まれる。ここで、上りリンクに対するＤＣ
Ｉフォーマットを、上りリンクグラント（uplink grant）、または、上りリンクアサイン
メント（Uplink assignment）とも称する。
【００４０】
　端末装置１は、下りリンクアサインメントを用いてＰＤＳＣＨのリソースがスケジュー
ルされた場合、スケジュールされたＰＤＳＣＨで下りリンクデータを受信してもよい。ま
た、端末装置１は、上りリンクグラントを用いてＰＵＳＣＨのリソースがスケジュールさ
れた場合、スケジュールされたＰＵＳＣＨで上りリンクデータおよび／または上りリンク
制御情報を送信してもよい。
【００４１】
　本実施形態において、ＰＤＣＣＨおよびＥＰＤＣＣＨを総称して、単にＰＤＣＣＨとも
称する。本実施形態において、ＰＤＣＣＨ候補およびＥＰＤＣＣＨ候補を総称して、単に
ＰＤＣＣＨ候補とも称する。
【００４２】
　ここで、下りリンク制御情報の送信（ＰＤＣＣＨでの送信）には、基地局装置３が、端
末装置１に割り当てたＲＮＴＩが利用される。具体的には、ＤＣＩフォーマット（DCI: 
下りリンク制御情報でもよい）にＣＲＣ（Cyclic Redundancy check: 巡回冗長検査）パ
リティビットが付加され、付加された後に、ＣＲＣパリティビットがＲＮＴＩによってス
クランブルされる。ここで、ＤＣＩフォーマットに付加されるＣＲＣパリティビットは、
対応するＤＣＩフォーマットのペイロードから得られてもよい。
【００４３】
　端末装置１は、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣパリティビットが付加され
たＤＣＩフォーマットに対してデコードを試み、ＣＲＣが成功したＤＣＩフォーマットを
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、自装置宛のＤＣＩフォーマットとして検出する（ブラインドデコーディングとも称され
る）。すなわち、端末装置１は、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣＲＣを伴うＰＤ
ＣＣＨを検出してもよい。また、端末装置１は、ＲＮＴＩによってスクランブルされたＣ
ＲＣパリティビットが付加されたＤＣＩフォーマットを伴うＰＤＣＣＨを検出してもよい
。
【００４４】
　ここで、ＲＮＴＩには、Ｃ－ＲＮＴＩ（Cell-Radio Network Temporary Identifier）
が含まれてもよい。Ｃ－ＲＮＴＩは、ＲＲＣ接続およびスケジューリングの識別に対して
使用される、端末装置１に対するユニークな（一意的な）識別子である。また、Ｃ－ＲＮ
ＴＩは、動的（dynamically）にスケジュールされるユニキャスト送信のために利用され
てもよい。
【００４５】
　また、ＲＮＴＩには、ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩ（Semi-Persistent Scheduling C-RNTI）
が含まれてもよい。ＳＰＳ　Ｃ－ＲＮＴＩは、セミパーシステントスケジューリングに対
して使用される、端末装置１に対するユニークな（一意的な）識別子である。また、ＳＰ
Ｓ　Ｃ－ＲＮＴＩは、半持続的（semi-persistently）にスケジュールされるユニキャス
ト送信のために利用されてもよい。
【００４６】
　また、ＲＮＴＩには、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩが含まれてもよい。ここで、
Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、コンテンションベースランダムアクセス手順の間
に使用される、端末装置１が送信したプリアンブルに対するユニークな（一意的な）識別
子である。また、Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｃ－ＲＮＴＩは、動的（dynamically）にスケジ
ュールされる送信のために利用されてもよい。
【００４７】
　ＰＤＳＣＨは、下りリンクデータ（Downlink Shared Channel: DL-SCH）を送信するた
めに用いられる。また、ＰＤＳＣＨは、システムインフォメーションメッセージを送信す
るために用いられる。ここで、システムインフォメーションブメッセージは、セルスペシ
フィック（セル固有）な情報であってもよい。また、システムインフォメーションは、Ｒ
ＲＣシグナリングに含まれる。また、ＰＤＳＣＨは、ＲＲＣシグナリング、および、ＭＡ
Ｃコントロールエレメントを送信するために用いられる。
【００４８】
　ＰＭＣＨは、マルチキャストデータ（Multicast Channel: MCH）を送信するために用い
られる。
【００４９】
　図１において、下りリンクの無線通信では、以下の下りリンク物理信号が用いられる。
ここで、下りリンク物理信号は、上位層から出力された情報を送信するために使用されな
いが、物理層によって使用される。
・同期信号（Synchronization signal: SS）
・下りリンク参照信号（Downlink Reference Signal: DL RS）
【００５０】
　同期信号は、端末装置１が下りリンクの周波数領域および時間領域の同期をとるために
用いられる。ＴＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０、１、５
、６に配置される。ＦＤＤ方式において、同期信号は無線フレーム内のサブフレーム０と
５に配置される。
【００５１】
　下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンク物理チャネルの伝搬路補正を行なうた
めに用いられる。ここで、下りリンク参照信号は、端末装置１が下りリンクのＣＳＩを算
出するために用いられる。
【００５２】
　本実施形態において、以下の５つのタイプの下りリンク参照信号が用いられる。
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・ＣＲＳ（Cell-specific Reference Signal）
・ＰＤＳＣＨに関連するＵＲＳ（UE-specific Reference Signal）
・ＥＰＤＣＣＨに関連するＤＭＲＳ（Demodulation Reference Signal）
・ＮＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Non-Zero Power Chanel State Information - Reference Sign
al）
・ＺＰ　ＣＳＩ－ＲＳ（Zero Power Chanel State Information - Reference Signal）
・ＭＢＳＦＮ　ＲＳ（Multimedia Broadcast and Multicast Service over Single Frequ
ency Network Reference signal）
・ＰＲＳ（Positioning Reference Signal）
【００５３】
　ここで、下りリンク物理チャネルおよび下りリンク物理信号を総称して、下りリンク信
号と称する。また、上りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理信号を総称して、上り
リンク信号と称する。下りリンク物理チャネルおよび上りリンク物理チャネルを総称して
、物理チャネルと称する。下りリンク物理信号および上りリンク物理信号を総称して、物
理信号と称する。
【００５４】
　ＢＣＨ、ＭＣＨ、ＵＬ－ＳＣＨおよびＤＬ－ＳＣＨは、トランスポートチャネルである
。媒体アクセス制御（Medium Access Control: MAC）層で用いられるチャネルをトランス
ポートチャネルと称する。ＭＡＣ層で用いられるトランスポートチャネルの単位を、トラ
ンスポートブロック（transport block: TB）またはＭＡＣ　ＰＤＵ（Protocol Data Uni
t）とも称する。ＭＡＣ層においてトランスポートブロック毎にＨＡＲＱ（Hybrid Automa
tic Repeat reQuest）の制御が行なわれる。トランスポートブロックは、ＭＡＣ層が物理
層に渡す（deliver）データの単位である。物理層において、トランスポートブロックは
コードワードにマップされ、コードワード毎に符号化処理が行なわれる。
【００５５】
　また、端末装置１は、シングルアンテナ送信、送信ダイバーシチ、ＭＩＭＯ（Multiple
 Input Multiple Output）等、使用可能な送信方法の異なる複数の送信モードを切り替え
て使用する。例えば、送信モードは送信モード１～１０の中から基地局により指示された
送信モードを使用する。例えば、送信モード１０は、複数のＣＳＩプロセスを設定可能な
送信モードである。
【００５６】
　以下、キャリアアグリゲーションについて説明する。
【００５７】
　本実施形態において、端末装置１に対して、１つまたは複数のサービングセルが設定さ
れてもよい。端末装置１が複数のサービングセルを介して通信する技術をキャリアアグリ
ゲーション、または、セルアグリゲーションと称する。
【００５８】
　ここで、端末装置１に対して設定される１つまたは複数のサービングセルのそれぞれに
おいて、本実施形態が適用されてもよい。また、端末装置１に対して設定される１つまた
は複数のサービングセルの一部において、本実施形態が適用されてもよい。また、後述す
る、端末装置１に対して設定される１つまたは複数のサービングセルのグループ（例えば
、ＰＵＣＣＨセルグループ）のそれぞれにおいて、本実施形態が適用されてもよい。また
、端末装置１に対して設定される１つまたは複数のサービングセルのグループの一部にお
いて、本実施形態が適用されてもよい。
【００５９】
　また、本実施形態において、ＴＤＤ（Time Division Duplex）および／またはＦＤＤ（
Frequency Division Duplex）が適用されてもよい。ここで、キャリアアグリゲーション
の場合において、１つまたは複数のサービングセルの全てに対してＴＤＤまたはＦＤＤが
適用されてもよい。また、キャリアアグリゲーションの場合において、ＴＤＤが適用され
るサービングセルとＦＤＤが適用されるサービングセルが集約されてもよい。ここで、Ｆ
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ＤＤに対応するフレーム構造を、フレーム構造タイプ１（Frame structure type 1）とも
称する。また、ＴＤＤに対応するフレーム構造を、フレーム構造タイプ２（Frame struct
ure type 2）とも称する。
【００６０】
　ここで、設定される１つまたは複数のサービングセルには、１つのプライマリーセルと
、１つまたは複数のセカンダリーセルとが含まれる。プライマリーセルは、初期コネクシ
ョン確立（initial connection establishment）プロシージャが行なわれたサービングセ
ル、コネクション再確立（connection re-establishment）プロシージャを開始したサー
ビングセル、または、ハンドオーバプロシージャにおいてプライマリーセルと指示された
セルであってもよい。ここで、ＲＲＣコネクションが確立された時点、または、後に、セ
カンダリーセルが設定されてもよい。
【００６１】
　ここで、下りリンクにおいて、サービングセルに対応するキャリアを、下りリンクコン
ポーネントキャリアと称する。また、上りリンクにおいて、サービングセルに対応するキ
ャリアを、上りリンクコンポーネントキャリアと称する。また、下りリンクコンポーネン
トキャリア、および、上りリンクコンポーネントキャリアを総称して、コンポーネントキ
ャリアと称する。
【００６２】
　また、端末装置１は、１つまたは複数のサービングセル（コンポーネントキャリア）に
おいて、同時に複数の物理チャネルでの送信、および／または受信を行ってもよい。ここ
で、１つの物理チャネルは、複数のサービングセル（コンポーネントキャリア）のうち１
つのサービングセル（コンポーネントキャリア）において送信されてもよい。
【００６３】
　ここで、プライマリーセルは、ＰＵＣＣＨの送信に対して用いられる。また、プライマ
リーセルは、非活性化されない。また、クロスキャリアスケジューリングは、プライマリ
ーに適用されない。すなわち、プライマリーセルは、常に、プライマリーセルにおけるＰ
ＤＣＣＨを用いてスケジュールされる。
【００６４】
　また、あるセカンダリーセルにおいてＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨのモニタでもよい）が設
定された場合には、クロスキャリアスケジューリングは、該あるセカンダリーセルには適
用されなくてもよい。すなわち、この場合において、該セカンダリーセルは、常に、該セ
カンダリーセルにおけるＰＤＣＣＨを用いてスケジュールされてもよい。また、あるセカ
ンダリーセルにおいてＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨのモニタでもよい）が設定されていない場
合には、クロスキャリアスケジューリングが適用され、該セカンダリーセルは、常に、１
つの他のサービングセル（one other serving cell）におけるＰＤＣＣＨを用いてスケジ
ュールされてもよい。
【００６５】
　ここで、本実施形態において、ＰＵＣＣＨの送信のために用いられるセカンダリーセル
を、ＰＵＣＣＨセカンダリーセル、および、スペシャルセカンダリーセルと称する。また
、ＰＵＣＣＨの送信のために用いられないセカンダリーセルを、非ＰＵＣＣＨセカンダリ
ーセル、非スペシャルセカンダリーセル、非ＰＵＣＣＨサービングセル、および、非ＰＵ
ＣＣＨセルと称する。また、プライマリーセルおよびＰＵＣＣＨセカンダリーセルを総称
して、ＰＵＣＣＨサービングセル、および、ＰＵＣＣＨセルと称する。
【００６６】
　ここで、ＰＵＣＣＨサービングセル（プライマリーセル、ＰＵＣＣＨセカンダリーセル
）は、常に、下りリンクコンポーネントキャリア、および、上りリンクコンポーネントキ
ャリアを持つ。また、ＰＵＣＣＨサービングセル（プライマリーセル、ＰＵＣＣＨセカン
ダリーセル）において、ＰＵＣＣＨのリソースが設定される。
【００６７】
　また、非ＰＵＣＣＨサービングセル（非ＰＵＣＣＨセカンダリーセル）は、下りリンク
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コンポーネントキャリアのみを持ってもよい。また、非ＰＵＣＣＨサービングセル（非Ｐ
ＵＣＣＨセカンダリーセル）は、下りリンクコンポーネントキャリア、および、上りリン
クコンポーネントキャリアを持ってもよい。
【００６８】
　端末装置１は、ＰＵＣＣＨサービングセルにおいてＰＵＣＣＨでの送信を行ってもよい
。すなわち、端末装置１は、プライマリーセルにおいてＰＵＣＣＨでの送信を行ってもよ
い。また、端末装置１は、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルにおいてＰＵＣＣＨでの送信を行
ってもよい。すなわち、端末装置１は、非スペシャルセカンダリーセルにおいてＰＵＣＣ
Ｈでの送信を行わない。
【００６９】
　ここで、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルを、プライマリーセル、および、セカンダリーセ
ルでないサービングセルとして定義してもよい。
【００７０】
　すなわち、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルは、ＰＵＣＣＨの送信に対して用いられてもよ
い。ここで、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルは、非活性化されなくてもよい。また、後述す
るように、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルは、活性化および／または非活性化されてもよい
。
【００７１】
　また、クロスキャリアスケジューリングは、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルに適用されな
くてもよい。すなわち、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルは、常に、ＰＵＣＣＨセカンダリー
セルにおけるＰＤＣＣＨを用いてスケジュールされてもよい。ここで、クロスキャリアス
ケジューリングは、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルに適用されてもよい。すなわち、ＰＵＣ
ＣＨセカンダリーセルは、１つの他のサービングセルにおけるＰＤＣＣＨを用いてスケジ
ュールされてもよい。
【００７２】
　例えば、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルにおいてＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨのモニタでもよ
い）が設定された場合には、クロスキャリアスケジューリングは、該ＰＵＣＣＨセカンダ
リーセルには適用されなくてもよい。すなわち、この場合において、該ＰＵＣＣＨセカン
ダリーセルは、常に、該ＰＵＣＣＨセカンダリーセルにおけるＰＤＣＣＨを用いてスケジ
ュールされてもよい。また、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルにおいてＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣ
Ｈのモニタでもよい）が設定されていない場合には、クロスキャリアスケジューリングが
適用され、該ＰＵＣＣＨセカンダリーセルは、常に、１つの他のサービングセルにおける
ＰＤＣＣＨを用いてスケジュールされてもよい。
【００７３】
　ここで、上りリンク（例えば、上りリンクコンポーネントキャリア）と下りリンク（例
えば、下りリンクコンポーネントキャリア）との間において、リンキング（linking）が
定義されてもよい。すなわち、上りリンクと下りリンクとの間におけるリンキングに基づ
いて、下りリンクアサインメントに対するサービングセル（下りリンクアサインメントに
よってスケジュールされるＰＤＳＣＨでの送信（下りリンクの送信）が行なわれるサービ
ングセル）が識別されてもよい。また、上りリンクと下りリンクとの間におけるリンキン
グに基づいて、上りリンクグラントに対するサービングセル（上りリンクグラントによっ
てスケジュールされるＰＵＳＣＨでの送信（上りリンクの送信）が行なわれるサービング
セル）が識別されてもよい。ここで、該下りリンクアサインメント、または、該上りリン
クには、キャリアインディケータフィールドは存在しない。
【００７４】
　すなわち、プライマリーセルにおいて受信した下りリンクアサインメントは、プライマ
リーセルにおける下りリンクの送信に対応してもよい。また、プライマリーセルにおいて
受信した上りリンクグラントは、プライマリーセルにおける上りリンクの送信に対応して
もよい。また、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルにおいて受信した下りリンクアサインメント
は、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルにおける下りリンクの送信に対応してもよい。また、Ｐ
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ＵＣＣＨセカンダリーセルにおいて受信した上りリンクグラントは、ＰＵＣＣＨセカンダ
リーセルにおける上りリンクの送信に対応してもよい。
【００７５】
　また、あるセカンダリーセル（ＰＵＣＣＨセカンダリーセル、および／または、非ＰＵ
ＣＣＨセカンダリーセル）において受信した下りリンクアサインメントは、該あるセカン
ダリーセルにおける下りリンクの送信に対応してもよい。また、あるセカンダリーセル（
ＰＵＣＣＨセカンダリーセル、および／または、非ＰＵＣＣＨセカンダリーセル）におい
て受信した上りリンクグラントは、該あるセカンダリーセルにおける上りリンクの送信に
対応してもよい。
【００７６】
　ここで、基地局装置３は、上位層の信号を用いて、１つまたは複数のサービングセルを
設定してもよい。例えば、複数のサービングセルのセットをプライマリーセルと共に形成
するために、１つまたは複数のセカンダリーセルが設定されてもよい。ここで、基地局装
置３によって設定されるサービングセルに、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルが含まれてもよ
い。
【００７７】
　すなわち、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルは、基地局装置３によって設定されてもよい。
例えば、基地局装置３は、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルを設定するために用いられる情報
（インデックス）が含まれる上位層の信号を送信してもよい。
【００７８】
　また、基地局装置３は、上位層の信号（例えば、ＭＡＣコントロールエレメント）を用
いて、１つまたは複数のサービングセルを、活性化（activate）または非活性化（deacti
vate）してもよい。例えば、活性化または非活性のメカニズムは、ＭＡＣコントロールエ
レメントと非活性化に関連するタイマー（deactivation timer）の組み合わせに基づいて
もよい。
【００７９】
　ここで、基地局装置３によって、活性化または非活性化されるセカンダリーセルに、Ｐ
ＵＣＣＨセカンダリーセルが含まれてもよい。すなわち、基地局装置３は、単一のコマン
ド（a single activation/deactivation command）を用いて、ＰＵＣＣＨセカンダリーセ
ルを含む複数のセカンダリーセルを、独立に、活性化または非活性化してもよい。すなわ
ち、基地局装置３は、セカンダリーセルを活性化または非活性化するために用いられる単
一のコマンドを、ＭＡＣコントロールエレメントを用いて送信してもよい。
【００８０】
　また、非活性化に関連するタイマーの値として、上位層（例えば、ＲＲＣ層）によって
、端末装置１毎に、１つの共通の値が設定されてもよい。また、非活性化に関連するタイ
マー（タイマーの値）は、セカンダリーセル毎に保持（適用）されてもよい。ここで、非
活性化に関連するタイマー（タイマーの値）は、非ＰＵＣＣＨセカンダリーセル毎に対し
てのみ保持されてもよい。すなわち、端末装置１は、非活性化に関連するタイマーを、Ｐ
ＵＣＣＨセカンダリーセルに対して適用せず、非ＰＵＣＣＨセカンダリーセル毎に対して
のみ保持（適用）してもよい。
【００８１】
　また、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルに対する非活性化に関連するタイマーと、非ＰＵＣ
ＣＨセカンダリーセルに対する非活性化に関連するタイマーが、それぞれ設定されてもよ
い。例えば、基地局装置３は、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルに対する非活性化に関連する
タイマーと設定するための情報が含まれる上位層の信号を送信してもよい。また、基地局
装置３は、非ＰＵＣＣＨセカンダリーセルに対する非活性化に関連するタイマーと設定す
るための情報が含まれる上位層の信号を送信してもよい。
【００８２】
　以下、本実施形態におけるスロットの構成について説明する。
【００８３】
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　図２は、本実施形態におけるスロットの構成を示す図である。図２において、横軸は時
間軸を示しており、縦軸は周波数軸を示している。ここで、ＯＦＤＭシンボルに対してノ
ーマルＣＰ（normal Cyclic Prefix）が適用されてもよい。また、ＯＦＤＭシンボルに対
して拡張ＣＰ（extended Cyclic Prefix）が適用されてもよい。また、スロットのそれぞ
れにおいて送信される物理信号または物理チャネルは、リソースグリッドによって表現さ
れる。
【００８４】
　ここで、下りリンクにおいて、リソースグリッドは、複数のサブキャリアと複数のＯＦ
ＤＭシンボルによって定義されてもよい。また、上りリンクにおいて、リソースグリッド
は、複数のサブキャリアと複数のＳＣ－ＦＤＭＡシンボルによって定義されてもよい。ま
た、１つのスロットを構成するサブキャリアの数は、セルの帯域幅に依存してもよい。１
つのスロットを構成するＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの数は７であっ
てもよい。ここで、リソースグリッド内のエレメントのそれぞれはリソースエレメントと
称される。また、リソースエレメントは、サブキャリアの番号とＯＦＤＭシンボルまたは
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルの番号とを用いて識別されてもよい。
【００８５】
　ここで、リソースブロックは、ある物理チャネル（ＰＤＳＣＨまたはＰＵＳＣＨなど）
のリソースエレメントへのマッピングを表現するために用いられてもよい。また、リソー
スブロックは、仮想リソースブロックと物理リソースブロックが定義されてもよい。ある
物理チャネルは、まず仮想リソースブロックにマップされてもよい。その後、仮想リソー
スブロックは、物理リソースブロックにマップされてもよい。１つの物理リソースブロッ
クは、時間領域において７個の連続するＯＦＤＭシンボルまたはＳＣ－ＦＤＭＡシンボル
と、周波数領域において１２個の連続するサブキャリアとから定義されてもよい。したが
って、１つの物理リソースブロックは（７×１２）個のリソースエレメントから構成され
てもよい。また、１つの物理リソースブロックは、時間領域において１つのスロットに対
応し、周波数領域において１８０ｋＨｚに対応してもよい。また、物理リソースブロック
は、周波数領域において０から番号が付けられてもよい。
【００８６】
　図３は、本実施形態におけるセルグループを説明するための図である。図３は、ＰＵＣ
ＣＨセルグループの設定（構成、定義）の例として、３つの例（Example (a)、Example (
b)、Example (c)）を示している。ここで、本実施形態において、１つまたは複数のサー
ビングセルのグループをＰＵＣＣＨセルグループと称する。ＰＵＣＣＨセルグループは、
ＰＵＣＣＨでの送信（ＰＵＣＣＨでの上りリンク制御情報の送信）に関連するグループで
あってもよい。ここで、あるサービングセルは、何れか１つのＰＵＣＣＨセルグループに
属する。ここで、ＰＵＣＣＨセルグループは、図３に示す例とは異なるように設定されて
もよいことは勿論である。
【００８７】
　ここで、ＰＵＣＣＨセルグループは、基地局装置３によって設定されてもよい。例えば
、基地局装置３は、ＰＵＣＣＨセルグループを設定するために用いられる情報（インデッ
クス、セルグループインデックスでもよい）が含まれる上位層の信号を送信してもよい。
【００８８】
　ここで、本実施形態は、上述のＰＵＣＣＨセルグループとは異なる、１つまたは複数の
サービングセルのグループに対しても適用可能なことは勿論である。例えば、基地局装置
３は、キャリアインディケータフィールド（CIF）を用いて指示されるサービングセルに
対応させて、１つまたは複数のサービングセルのグループを設定してもよい。すなわち、
基地局装置３は、上りリンクの送信に関連させて、１つまたは複数のサービングセルのグ
ループを設定してもよい。また、基地局装置３は、下りリンクの送信に関連させて、１つ
または複数のサービングセルのグループを設定してもよい。
【００８９】
　以下、基地局装置３によって設定される１つまたは複数のサービングセルのグループを
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、セルグループとも称する。すなわち、ＰＵＣＣＨセルグループは、セルグループに含ま
れる。ここで、基地局装置３および／または端末装置１は、本実施形態において記載され
る動作を、セルグループにそれぞれにおいて実行してもよい。すなわち、基地局装置３お
よび／または端末装置１は、本実施形態において記載される動作を、１つのセルグループ
において実行してもよい。
【００９０】
　ここで、例えば、基地局装置３および／または端末装置１は、３２までの下りリンクコ
ンポーネントキャリア（下りリンクのセル、up to 32 downlink component carriers）の
キャリアアグリゲーションをサポートしてもよい。すなわち、基地局装置３および／また
は端末装置１は、３２までのサービングセルにおいて、同時に複数の物理チャネルでの送
信、および／または受信を行うことができる。ここで、上りリンクのコンポーネントキャ
リアの数は、下りリンクのコンポーネントキャリアの数より少なくてもよい。
【００９１】
　また、基地局装置３および／または端末装置１は、例えば、５までの下りリンクコンポ
ーネントキャリア（下りリンクのセル、up to 5 downlink component carriers）のキャ
リアアグリゲーションをサポートしてもよい。すなわち、基地局装置３および／または端
末装置１は、５までのサービングセルにおいて、同時に複数の物理チャネルでの送信、お
よび／または受信を行うことができる。ここで、上りリンクのコンポーネントキャリアの
数は、下りリンクのコンポーネントキャリアの数より少なくてもよい。
【００９２】
　図３（ａ）は、セルグループ（ここでは、ＰＵＣＣＨセルグループ）として、第１のセ
ルグループ、第２のセルグループが設定されていることを示している。例えば、図３（ａ
）において、基地局装置３は、第１のセルグループにおいて下りリンク信号を送信し、端
末装置３は、第１のセルグループにおいて上りリンク信号を送信してもよい（第１のセル
グループにおけるＰＵＣＣＨで上りリンク制御情報を送信してもよい）。例えば、第１の
セルグループにおいて２０のサービングセル（下りリンクコンポーネントキャリア、下り
リンクセル）が設定または活性化された場合には、基地局装置３と端末装置１は、該２０
の下りリンクコンポーネントキャリアに対する上りリンク制御情報を送受信してもよい。
【００９３】
　すなわち、端末装置１は、２０の下りリンクコンポーネントキャリアに対応するＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫ（ＰＤＳＣＨでの送信に対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ、トランスポートブロックに
対するＨＡＲＱ－ＡＣＫ）を送信してもよい。また、端末装置１は、２０の下りリンクコ
ンポーネントキャリアに対応するＣＳＩを送信してもよい。また、端末装置１は、セルグ
ループ毎にＳＲを送信してもよい。同様に、基地局装置３と端末装置１は、第２のセルグ
ループにおいて上りリンク制御情報を送受信してもよい。
【００９４】
　同様に、基地局装置３と端末装置１は、図３（ｂ）に示すようにセルグループを設定し
、上りリンク制御情報を送受信してもよい。また、基地局装置３と端末装置１は、図３（
ｃ）に示すようにセルグループを設定し、上りリンク制御情報を送受信してもよい。
【００９５】
　ここで、１つのセルグループ（例えば、ＰＵＣＣＨセルグループ）は、少なくとも、１
つのサービングセル（例えば、ＰＵＣＣＨサービングセル）を含んでもよい。また、１つ
のセルグループ（例えば、ＰＵＣＣＨセルグループ）は、１つのサービングセルのみ（例
えば、ＰＵＣＣＨサービングセルのみ）を含んでもよい。また、例えば、１つのＰＵＣＣ
Ｈセルグループは、１つのＰＵＣＣＨサービングセル、および、１つまたは複数の非ＰＵ
ＣＣＨサービングセルを含んでもよい。
【００９６】
　ここで、プライマリーセルを含むセルグループを、プライマリーセルグループと称する
。また、プライマリーセルを含まないセルグループを、セカンダリーセルグループと称す
る。また、プライマリーセルを含むＰＵＣＣＨセルグループを、プライマリーＰＵＣＣＨ
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セルグループと称する。また、プライマリーセルを含まないＰＵＣＣＨセルグループを、
セカンダリーＰＵＣＣＨセルグループと称する。
【００９７】
　すなわち、セカンダリーＰＵＣＣＨセルグループは、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルを含
んでもよい。例えば、プライマリーＰＵＣＣＨセルグループに対するインデックスは常に
０として定義されてもよい。また、セカンダリーＰＵＣＣＨセルグループに対するインデ
ックスは、基地局装置３（ネットワーク装置でもよい）によって設定されてもよい。
【００９８】
　ここで、基地局装置３は、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルを指示するために用いられる情
報を、上位層の信号、および／または、ＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨで送信される下りリンク
制御情報）に含めて送信してもよい。端末装置１は、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルを指示
するために用いられる情報に基づいて、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルを決定してもよい。
ここで、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルのセルインデックスは、仕様書などによって、予め
規定されてもよい。
【００９９】
　上述したように、ＰＵＣＣＨサービングセルにおけるＰＵＣＣＨは、該ＰＵＣＣＨサー
ビングセルが属するＰＵＣＣＨセルグループに含まれるサービングセル（ＰＵＣＣＨサー
ビングセル、非ＰＵＣＣＨサービングセル）に対する上りリンク制御情報（ＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫ、ＣＳＩ（例えば、ピリオディックＣＳＩ）、および／または、ＳＲ）を送信するた
めに用いられてもよい。
【０１００】
　すなわち、ＰＵＣＣＨセルグループに含まれるサービングセル（ＰＵＣＣＨサービング
セル、非ＰＵＣＣＨサービングセル）に対する上りリンク制御情報（ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、
ＣＳＩ（例えば、ピリオディックＣＳＩ）、および／または、ＳＲ）は、該ＰＵＣＣＨセ
ルグループに含まれるＰＵＣＣＨサービングセルにおけるＰＵＣＣＨを用いて送信される
。
【０１０１】
　ここで、本実施形態は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信のみに対して適用されてもよい。また
、本実施形態は、ＣＳＩ（例えば、ピリオディックＣＳＩ）の送信のみに対して適用され
てもよい。また、本実施形態は、ＳＲの送信のみに対して適用されてもよい。また、本実
施形態は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信、ＣＳＩ（例えば、ピリオディックＣＳＩ）の送信、
および／または、ＳＲの送信に対して適用されてもよい。
【０１０２】
　すなわち、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に対するセルグループ（ＰＵＣＣＨセルグループで
もよい）が設定されてもよい。また、ＣＳＩ（例えば、ピリオディックＣＳＩ）の送信に
対するセルグループ（ＰＵＣＣＨセルグループでもよい）が設定されてもよい。また、Ｓ
Ｒの送信に対するセルグループ（ＰＵＣＣＨセルグループでもよい）が設定されてもよい
。
【０１０３】
　例えば、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に対するセルグループ、ＣＳＩ（例えば、ピリオディ
ックＣＳＩ）の送信に対するセルグループ、および／または、ＳＲの送信に対するセルグ
ループが、個別に設定されてもよい。また、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に対するセルグルー
プ、ＣＳＩ（例えば、ピリオディックＣＳＩ）の送信に対するセルグループ、および／ま
たは、ＳＲの送信に対するセルグループとして、共通のセルグループが設定されてもよい
。
【０１０４】
　ここで、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に対するセルグループの数は１つ、または、２つであ
ってもよい。ＣＳＩの送信に対するセルグループの数は１つ、または、２つでもよい。Ｓ
Ｒの送信に対するセルグループの数は１つ、または、２つであってもよい。また、ＣＳＩ
（例えば、ピリオディックＣＳＩ）の送信に対するセルグループ、および／または、ＳＲ
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の送信に対するセルグループは、設定（定義）されなくてもよい。
【０１０５】
　ここで、ＰＵＣＣＨに対して、複数のフォーマットが定義（サポート）されてもよい。
ＰＵＣＣＨに対してサポートされるフォーマット（ＰＵＣＣＨがサポートするフォーマッ
ト）は、ＰＵＣＣＨフォーマットとも称される。例えば、以下のＰＵＣＣＨフォーマット
を用いることによって、ＰＵＣＣＨでの上りリンク制御情報の組み合わせ（上りリンク制
御情報の組み合わせの送信）がサポートされる。
・フォーマット１
・フォーマット１ａ
・フォーマット１ｂ
・フォーマット２
・フォーマット２ａ
・フォーマット２ｂ
・フォーマット３
・フォーマット４
（・フォーマット４ａ）
（・フォーマット４ｂ）
【０１０６】
　ＰＵＣＣＨフォーマット１は、ポジティブＳＲ（positive SR）に対して定義されても
よい。例えば、ポジティブＳＲは、ＵＬ－ＳＣＨリソースを要求することを示すために用
いられてもよい。ここで、ネガティブＳＲ（negative SR）は、ＵＬ－ＳＣＨリソースを
要求しないことを示すために用いられてもよい。以下、ＰＵＣＣＨフォーマット１を、第
１のＰＵＣＣＨフォーマットとも称する。
【０１０７】
　また、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａは、１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫ（1-bit HARQ-ACK
）、または、ポジティブＳＲを伴う１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫ（1-bit HARQ-ACK with 
positive SR）に対して定義されてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂは、２ビ
ットのＨＡＲＱ－ＡＣＫ（2-bit HARQ-ACK）、または、ポジティブＳＲを伴う２ビットの
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ（2-bit HARQ-ACK with positive SR）に対して定義されてもよい。ま
た、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂは、チャネル選択による４ビット以下のＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋの送信（up to 4-bit HARQ-ACK with channel selection）に対して定義されてもよい
。以下、ＰＵＣＣＨフォーマット１ａ、および／または、ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂを
、第２のＰＵＣＣＨフォーマットとも称する。
【０１０８】
　また、ＰＵＣＣＨフォーマット２は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫが多重されない場合における１
つのＣＳＩレポート（a CSI report when not multiplexed with HARQ-ACK）に対して定
義されてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット２ａは、１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫが
多重された１つのＣＳＩレポート（a CSI report multiplexed with 1-bit HARQ-ACK）に
対して定義されてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット２ｂは、２ビットのＨＡＲＱ－
ＡＣＫが多重された１つのＣＳＩレポート（a CSI report multiplexed with 1-bit HARQ
-ACK）に対して定義されてもよい。ここで、ＰＵＣＣＨフォーマット２は、拡張サイクリ
ックプリフィックスに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫが多重された１つのＣＳＩレポート（a CS
I report multiplexed with HARQ-ACK for extended cyclic prefix）に対して定義され
てもよい。以下、ＰＵＣＣＨフォーマット２、ＰＵＣＣＨフォーマット２ａ、および／ま
たは、ＰＵＣＣＨフォーマット２ｂを、第３のＰＵＣＣＨフォーマットとも称する。
【０１０９】
　また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、１０ビット以下のＨＡＲＱ－ＡＣＫ（up to 10-b
it HARQ-ACK）に対して定義されてもよい。例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＦＤ
Ｄ、または、ＦＤＤ－ＴＤＤプライマリーセルフレーム構造タイプ１に対して、１０ビッ
ト以下のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対して定義されてもよい。
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【０１１０】
　また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、２０ビット以下のＨＡＲＱ－ＡＣＫ（up to 20-b
it HARQ-ACK）に対して定義されてもよい。例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＴＤ
Ｄに対して、２０ビット以下のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対して定義されてもよい。また、ＰＵ
ＣＣＨフォーマット３は、２１ビット以下のＨＡＲＱ－ＡＣＫ（up to 21-bit HARQ-ACK
）に対して定義されてもよい。例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＦＤＤ－ＴＤＤプ
ライマリーセルフレーム構造タイプ２に対して、２１ビット以下のＨＡＲＱ－ＡＣＫに対
して定義されてもよい。
【０１１１】
　また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、１０ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび１ビットの
ポジティブ／ネガティブＳＲに対応する１１ビット以下（up to 11-bit corresponding t
o up to 10-bit HARQ-ACK and 1-bit positive/negative SR）に対して定義されてもよい
。例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＦＤＤ、または、ＦＤＤ－ＴＤＤに対して、１
０ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび１ビットのポジティブ／ネガティブＳＲに対応する１
１ビット以下に対して定義されてもよい。
【０１１２】
　また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、２０ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび１ビットの
ポジティブ／ネガティブＳＲに対応する２１ビット以下（up to 21-bit corresponding t
o up to 20-bit HARQ-ACK and 1-bit positive/negative SR）に対して定義されてもよい
。例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＴＤＤに対して、２０ビットのＨＡＲＱ－ＡＣ
Ｋおよび１ビットのポジティブ／ネガティブＳＲに対応する２１ビット以下に対して定義
されてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、２１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫおよ
び１ビットのポジティブ／ネガティブＳＲに対応する２２ビット以下（up to 22-bit cor
responding to up to 20-bit HARQ-ACK and 1-bit positive/negative SR）に対して定義
されてもよい。例えば、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＦＤＤ－ＴＤＤプライマリーセル
フレーム構造タイプ２に対して、２１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび１ビットのポジテ
ィブ／ネガティブＳＲに対応する２２ビット以下に対して定義されてもよい。
【０１１３】
　ここで、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いて上りリンク制御情報（HARQ-ACK、SR、およ
び／または、CSI）が送信される場合において、第１のコーディング方法（例えば、Reed 
Muller code（Reed Muller coding）、または、（32, O）block code（（32, O）block c
oding））が用いられてもよい。ここで、例えば、（32, O）block codeに対する基準系列
（Basis sequences）は、予め仕様書などによって与えられてもよい。
【０１１４】
　また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび１つのサービングセルに
対するＣＳＩレポート（HARQ-ACK and a CSI report for one serving cell）に対して定
義されてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび１つのサ
ービングセルに対する１つのＣＳＩレポートに対して定義されてもよい。また、ＰＵＣＣ
Ｈフォーマット３は、複数のＣＳＩレポートに対して定義されてもよい。また、ＰＵＣＣ
Ｈフォーマット３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび複数のＣＳＩレポートに対して定義されて
もよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、１ビットのポジティブ
／ネガティブＳＲ、および、１つのサービングセルに対するＣＳＩレポート（HARQ-ACK, 
1-bit positive/negative SR (if any) and a CSI report for one serving cell）に対
して定義されてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、１ビッ
トのポジティブ／ネガティブＳＲ、および、１つのＣＳＩレポートに対して定義されても
よい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット３は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、１ビットのポジティブ／
ネガティブＳＲ、および、複数のＣＳＩレポートに対して定義されてもよい。以下、ＰＵ
ＣＣＨフォーマット３を、第４のＰＵＣＣＨフォーマットとも称する。
【０１１５】
　また、ＰＵＣＣＨフォーマット４は、数が３２までのサービングセル（下りリンクコン
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ポーネントキャリア、下りリンクセル）に対応するＨＡＲＱ－ＡＣＫに対して定義されて
もよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット４は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫおよび１つまたは複数の
ＣＳＩレポートに対して定義されてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット４は、ＨＡＲ
Ｑ－ＡＣＫおよびＳＲに対して定義されてもよい。また、ＰＵＣＣＨフォーマット４は、
ＨＡＲＱ－ＡＣＫ、ＳＲ、および、１つまたは複数のＣＳＩレポートに対して定義されて
もよい。すなわち、ＰＵＣＣＨフォーマット４を用いてＳＲ、および、１つまたは複数の
ＣＳＩレポートを同時に送信してもよい。ここで、当該１つまたは複数のＣＳＩレポート
は、１つのサービングセルに対するＣＳＩレポートであってもよい。また、当該１つまた
は複数のＣＳＩレポートは、複数のサービングセルに対する複数のＣＳＩレポートであっ
てもよい。また、当該１つまたは複数のＣＳＩレポートは、１つのサービングセルに対し
て、１つのＣＳＩプロセスに対する１つのＣＳＩレポートを含んでもよい。また、当該１
つまたは複数のＣＳＩレポートは１つのＣＳＩプロセスに対する１つのＣＳＩレポートで
あってもよい。また、当該１つまたは複数のＣＳＩレポートは複数のＣＳＩプロセスに対
する複数のＣＳＩレポートであってもよい。また、当該１つまたは複数のＣＳＩレポート
は、１つのサービングセルに対して、１つのサブフレームセットに対する１つのＣＳＩレ
ポートを含んでもよい。また、当該１つまたは複数のＣＳＩレポートは複数のサブフレー
ムセットに対する複数のＣＳＩレポートであってもよい。また、ＳＲは、ポジティブＳＲ
および／またはネガティブＳＲであってもよい。ただし、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのために用い
られる場合と、複数のサービングセルあるいは複数のＣＳＩプロセスに対する１つまたは
複数のＣＳＩレポートのために用いられる場合と、ＨＡＲＱ－ＡＣＫと１つまたは複数の
ＣＳＩレポートを同時に送信するために用いられる場合と、で共通のＰＵＣＣＨフォーマ
ット４ではなく、そのいずれかにおいて異なるＰＵＣＣＨフォーマットが用いられてもよ
い。（例えば、それぞれＰＵＣＣＨフォーマット４、ＰＵＣＣＨフォーマット４ａ、ＰＵ
ＣＣＨフォーマット４ｂと定義されてもよい。）以下、ＰＵＣＣＨフォーマット４（ＰＵ
ＣＣＨフォーマット４ａ、ＰＵＣＣＨフォーマット４ｂが含まれてもよい）を、第５のＰ
ＵＣＣＨフォーマットとも称する。
【０１１６】
　ここで、第５のＰＵＣＣＨフォーマットを用いて上りリンク制御情報が送信される場合
において、第２のコーディング方法（例えば、Tail biting convolutional encoder（Tai
l biting convolutional coding）、または、Turbo encoder（Turbo coding）が用いられ
てもよい。
【０１１７】
　すなわち、第５のＰＵＣＣＨフォーマットを用いて送信される（送信可能な）サブフレ
ーム辺りのビット数（Number of bits per subframe）は、第４のＰＵＣＣＨフォーマッ
トを用いて送信される（送信可能な）サブフレーム辺りのビット数よりも多くてもよい。
すなわち、第５のＰＵＣＣＨフォーマットを用いて送信される（送信可能な）サブフレー
ム辺りの情報量は、第４のＰＵＣＣＨフォーマットを用いて送信される（送信可能な）サ
ブフレーム辺りの情報量よりも多くてもよい。また、上述の通り、第４のＰＵＣＣＨフォ
ーマットを用いた上りリンク制御情報の送信と第５のＰＵＣＣＨフォーマットを用いた上
りリンク制御情報の送信に対して、異なるコーディング方法が用いられてもよい。
【０１１８】
　ここで、第３のＰＵＣＣＨフォーマットを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する場合にお
いて、端末装置１は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫビットの数を、少なくとも、設定されたサービン
グセルの数と、各サービングセル（該設定されたサービングセルのそれぞれ）に対して設
定された下りリンクの送信モードに基づいて決定してもよい。また、第５のＰＵＣＣＨフ
ォーマットを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する場合において、端末装置１は、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫビットの数を、少なくとも、設定または活性化されたサービングセルの数と、各
サービングセル（該設定または活性化されたサービングセルのそれぞれ）に対して設定さ
れた下りリンクの送信モードに基づいて決定してもよい。
【０１１９】
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　また、第４のＰＵＣＣＨフォーマットを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する場合におい
て、端末装置１は、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのビットの数を、少なくとも、設定されたサービン
グセルの数と、各サービングセル（該設定されたサービングセルのそれぞれ）に対して設
定された下りリンクの送信モードに基づいて決定してもよい。また、第５のＰＵＣＣＨフ
ォーマットを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信する場合において、端末装置１は、ＨＡＲＱ
－ＡＣＫビットの数を、少なくとも、設定または活性化されたサービングセルの数と、各
サービングセル（該設定または活性化されたサービングセルのそれぞれ）に対して設定さ
れた下りリンクの送信モードに基づいて決定してもよい。
【０１２０】
　ここで、例えば、端末装置１は、２つまでのトランスポートブロックをサポートする下
りリンクの送信モード（a downlink transmission mode that supports up to two trans
port blocks）が設定されたサービングセルに対して２ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫビット
を用い、それ以外は（例えば、１つのトランスポートブロックをサポートする下りリンク
の送信モード（a downlink transmission mode that supports one transport blocks）
が設定されたサービングセルに対して）、１ビットのＨＡＲＱ－ＡＣＫビットを用いても
よい。ここで、例えば、２つまでのトランスポートブロックをサポートする下りリンクの
送信モードには、送信モード３、送信モード４、送信モード８、送信モード９、および／
または、送信モード１０が含まれてもよい。また、１つのトランスポートブロックをサポ
ートする下りリンクの送信モードには、送信モード１、送信モード２、送信モード５、送
信モード６、および／または、送信モード７が含まれてもよい。
【０１２１】
　上述したとおり、基地局装置３は、サービングセルを、上位層の信号（例えば、ＲＲＣ
シグナリング）を用いて端末装置１へ設定してもよい。また、基地局装置３は、下りリン
クの送信モード（例えば、ＲＲＣシグナリング）を、上位層の信号を用いて端末装置１へ
設定してもよい。例えば、基地局装置３は、ＰＤＳＣＨでの送信に関連する下りリンクの
送信モードを端末装置１へ設定してもよい。すなわち、第４のＰＵＣＣＨフォーマット、
および／または、第５のＰＵＣＣＨフォーマットを用いたＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に対し
て、ＨＡＲＱ－ＡＣＫのビット数は、ＲＲＣ層において（ＲＲＣ層における情報に基づい
て）決定されてもよい。
【０１２２】
　ここで、基地局装置３は、上位層の信号（上位層の信号を用いて送信される情報）およ
び／またはＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨを用いて送信される下りリンク制御情報）を用いて、
上りリンク制御情報の送信（例えば、ＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信）に対して、チャネル選択
を伴うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ、ＰＵＣＣＨフォーマット３、または、ＰＵＣＣＨフ
ォーマット４（ＰＵＣＣＨフォーマット４ａおよび／またはＰＵＣＣＨフォーマット４ｂ
であってもよい）の何れか１つを用いるよう、端末装置１に対して設定してもよい。すな
わち、基地局装置３は、上りリンク制御情報の送信に対して、チャネル選択を伴うＰＵＣ
ＣＨフォーマット１ｂを用いるよう、端末装置１に対して設定してもよい。また、基地局
装置３は、上りリンク制御情報の送信に対して、ＰＵＣＣＨフォーマット３を用いるよう
、端末装置１に対して設定してもよい。また、基地局装置３は、上りリンク制御情報の送
信に対して、ＰＵＣＣＨフォーマット４（ＰＵＣＣＨフォーマット４ａおよび／またはＰ
ＵＣＣＨフォーマット４ｂであってもよい）を用いるよう、端末装置１に対して設定して
もよい。
【０１２３】
　例えば、基地局装置３は、セルグループ毎に、チャネル選択を伴うＰＵＣＣＨフォーマ
ット１ｂ、ＰＵＣＣＨフォーマット３、または、ＰＵＣＣＨフォーマット４（ＰＵＣＣＨ
フォーマット４ａおよび／またはＰＵＣＣＨフォーマット４ｂであってもよい）の何れか
１つを用いるよう、端末装置１に対して設定してもよい。すなわち、基地局装置３は、チ
ャネル選択を伴うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ、ＰＵＣＣＨフォーマット３、または、Ｐ
ＵＣＣＨフォーマット４（ＰＵＣＣＨフォーマット４ａおよび／またはＰＵＣＣＨフォー
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マット４ｂであってもよい）の何れか１つを用いるよう、端末装置１に対して、各セルグ
ループに対して、独立に設定してもよい。すなわち、端末装置１は、チャネル選択を伴う
ＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ、ＰＵＣＣＨフォーマット３、または、ＰＵＣＣＨフォーマ
ット４（ＰＵＣＣＨフォーマット４ａおよび／またはＰＵＣＣＨフォーマット４ｂであっ
てもよい）の何れか１つを用いるよう、基地局装置３によって設定されてもよい。
【０１２４】
　また、端末装置１は、フレーム構造タイプ１および／またはフレーム構造タイプ２を伴
う１つよりも多いサービングセル（１つよりも多く、５つ以下のサービングセル）が設定
された場合において、チャネル選択を伴うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ、ＰＵＣＣＨフォ
ーマット３、または、ＰＵＣＣＨフォーマット４（ＰＵＣＣＨフォーマット４ａおよび／
またはＰＵＣＣＨフォーマット４ｂであってもよい）の何れか１つを用いるよう、基地局
装置３によって設定されてもよい。また、端末装置１は、フレーム構造タイプ１および／
またはフレーム構造タイプ２を伴う５つよりも多いサービングセルが設定された場合にお
いて、チャネル選択を伴うＰＵＣＣＨフォーマット１ｂ、ＰＵＣＣＨフォーマット３、ま
たは、ＰＵＣＣＨフォーマット４（ＰＵＣＣＨフォーマット４ａおよび／またはＰＵＣＣ
Ｈフォーマット４ｂであってもよい）の何れか１つを用いるよう、基地局装置３によって
設定されてもよい。
【０１２５】
　また、基地局装置３は、ＰＵＣＣＨのリソースを、端末装置１に対して指示（設定、割
り当て）してもよい。ここで、ＰＵＣＣＨのリソースには、第１のＰＵＣＣＨリソース（
ｎ（１）ＰＵＣＣＨとも称される）、第２のＰＵＣＣＨリソース（ｎ（２）ＰＵＣＣＨと
も称される）、第３のＰＵＣＣＨリソース（ｎ（３）ＰＵＣＣＨとも称される）、および
、第４のＰＵＣＣＨリソース（ｎ（４）ＰＵＣＣＨとも称される）が含まれてもよい。
【０１２６】
　例えば、基地局装置３は、第１のＰＵＣＣＨリソースを設定するために用いられる第１
の情報が含まれる上位層の信号を送信してもよい。例えば、ＳＲは、第１のＰＵＣＣＨリ
ソースで送信されてもよい。また、基地局装置３は、ＳＲの送信に対する周期および／ま
たはオフセットを指示するために用いられる第２の情報が含まれる上位層の信号を送信し
てもよい。端末装置１は、基地局装置３による設定に基づいて、ＳＲを送信してもよい。
すなわち、端末装置１は、第１のＰＵＣＣＨリソースおよび／または第１のＰＵＣＣＨフ
ォーマットを用いて、ＳＲを送信してもよい。
【０１２７】
　また、基地局装置３は、上位層の信号およびＰＤＣＣＨを用いて、第１のＰＵＣＣＨリ
ソースを指示してもよい。例えば、基地局装置３は、第１のＰＵＣＣＨリソースを設定す
るために用いられる第３の情報が含まれる上位層の信号を送信してもよい。例えば、第２
のＰＵＣＣＨフォーマットに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫは、第１のＰＵＣＣＨリソースで送
信されてもよい。端末装置１は、ＰＤＣＣＨの送信に対して使用されるＣＣＥ（Control 
Channel Element）（例えば、ＣＣＥの最小のインデックス（lowest index））、および
、第３の情報に基づいて、第１のＰＵＣＣＨリソースを決定してもよい。端末装置１は、
第２のＰＵＣＣＨフォーマットに対するＨＡＲＱ－ＡＣＫの送信に対して、第１のＰＵＣ
ＣＨリソースを用いてもよい。すなわち、端末装置１は、第１のＰＵＣＣＨリソースおよ
び／または第２のＰＵＣＣＨフォーマットを用いてＨＡＲＱ－ＡＣＫを送信してもよい。
【０１２８】
　また、基地局装置３は、第２のＰＵＣＣＨリソースを設定するために用いられる第４の
情報が含まれる上位層の信号を送信してもよい。例えば、ＣＳＩ（例えば、ピリオディッ
クＣＳＩ）は、第２のＰＵＣＣＨリソースで送信されてもよい。ここで、第２のＰＵＣＣ
Ｈリソースは、各サービングセルに対して設定されてもよい。すなわち、各サービングセ
ルに対するＣＳＩが報告されてもよい。また、基地局装置３は、ピリオディックＣＳＩレ
ポート（periodic CSI report）に対する周期および／またはオフセットを指示するため
に用いられる第５の情報が含まれる上位層の信号を送信してもよい。ここで、第５の情報
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は、ＣＳＩプロセス毎、サブフレームセット毎、および／または、サービングセル毎の情
報であってもよい。端末装置１は、基地局装置３による設定に基づいて、周期的にＣＳＩ
をレポートしてもよい。すなわち、端末装置１は、第２のＰＵＣＣＨリソースおよび／ま
たは第３のＰＵＣＣＨフォーマットを用いて、ピリオディックＣＳＩをレポートしてもよ
い。
【０１２９】
　また、基地局装置３は、上位層の信号およびＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨで送信される下り
リンク制御情報でもよい）を用いて、第３のＰＵＣＣＨリソースを指示してもよい。例え
ば、第４のＰＵＣＣＨフォーマットに対するＣＳＩ、ＳＲ、および／またはＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫは、第３のＰＵＣＣＨリソースを用いて送信されてもよい。例えば、基地局装置３は
、上位層の信号を用いて第３のＰＵＣＣＨリソースに関連する複数の値を設定するための
第６の情報を送信し、さらに、ＰＤＣＣＨで送信される下りリンク制御情報のフィールド
にセットされる値（1stARI: 1st ACK Resource Indicatorとも称される）に基づいて、該
複数の値のうちの１つの値を指示することによって、第３のリソースを指示してもよい。
【０１３０】
　例えば、基地局装置３は、上位層の信号を用いて、４つの第３のＰＵＣＣＨリソースに
対応する４つの値を設定するための第６の情報を送信してもよい。さらに、基地局装置３
は、ＰＤＣＣＨで送信される下りリンク制御情報のフィールドにセットされる値（例えば
、２ビットの情報のフィールドにセットされる“００”、“０１”、“１０”、“１１”
）に基づいて、該４つの値のうちの１つの値を指示することによって、該１つの値に対応
する１つの第３のリソースを指示してもよい。すなわち、端末装置１は、４つの第３のＰ
ＵＣＣＨリソースに対応する４つの値から、下りリンク制御情報のフィールドにセットさ
れる値に応じた１つの値に基づいて、該１つの値に対応する１つの第３のＰＵＣＣＨリソ
ースを決定してもよい。
【０１３１】
　例えば、基地局装置３は、ＰＤＣＣＨで送信される、セカンダリーセルに対する下りリ
ンクアサインメントに含まれるＰＵＣＣＨに対する送信電力コマンドフィールド（以下、
ＴＰＣコマンドフィールドとも称する）にセットされる値に基づいて、第３のＰＵＣＣＨ
リソースを指示してもよい。すなわち、セカンダリーセルにおけるＰＤＳＣＨでの送信を
指示するために用いられる下りリンクアサインメントに含まれるＴＰＣコマンドフィール
ドにセットされる値に基づいて、１つの第３のＰＵＣＣＨリソースに対応する１つの値が
指示されてもよい。
【０１３２】
　ここで、プライマリーセルに対する下りリンクアサインメント（すなわち、プライマリ
ーセルにおけるＰＤＳＣＨでの送信を指示するために用いられる下りリンクアサインメン
ト）に含まれるＴＰＣコマンドフィールドは、ＰＵＣＣＨでの送信に対する送信電力コマ
ンドに対して用いられてもよい。また、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルに対する下りリンク
アサインメント（すなわち、ＰＵＣＣＨセカンダリーセルにおけるＰＤＳＣＨでの送信を
指示するために用いられる下りリンクアサインメントでもよい）に含まれるＴＰＣコマン
ドフィールドは、ＰＵＣＣＨでの送信に対する送信電力コマンドに対して用いられてもよ
い。
【０１３３】
　また、基地局装置３は、上位層の信号およびＰＤＣＣＨ（ＰＤＣＣＨで送信される下り
リンク制御情報でもよい）を用いて、第４のＰＵＣＣＨリソースを指示してもよい。例え
ば、第５のＰＵＣＣＨフォーマットに対するＣＳＩ、ＳＲ、および／またはＨＡＲＱ－Ａ
ＣＫは、第４のＰＵＣＣＨリソースを用いて送信されてもよい。
【０１３４】
　例えば、端末装置１は、あるサブフレームにおいて、第２のＰＵＣＣＨリソースおよび
／または第３のＰＵＣＣＨフォーマットを用いてＣＳＩを報告してもよい。すなわち、端
末装置１によって第３のＰＵＣＣＨフォーマットを用いてＣＳＩが報告される場合には、
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第２のＰＵＣＣＨリソースが用いられる。
【０１３５】
　また、端末装置１は、あるサブフレームにおいて、第３のＰＵＣＣＨリソースおよび／
または第４のＰＵＣＣＨフォーマットを用いてＣＳＩを報告してもよい。すなわち、端末
装置１によって第４のＰＵＣＣＨフォーマットを用いてＣＳＩが送信される場合には、第
３のＰＵＣＣＨリソースが用いられる。
【０１３６】
　また、端末装置１は、あるサブフレームにおいて、第４のＰＵＣＣＨリソースおよび／
または第５のＰＵＣＣＨフォーマットを用いてＣＳＩを送信してもよい。すなわち、端末
装置１によって第５のＰＵＣＣＨフォーマットを用いてＣＳＩが送信される場合には、第
４のＰＵＣＣＨリソースが用いられる。
【０１３７】
　ここで、例えば、端末装置１は、サービングセル毎あるいは一部のサービングセルに対
応するＣＳＩの報告に対して異なるＰＵＣＣＨフォーマットおよび／または異なるＰＵＣ
ＣＨリソースを用いてもよい。また、端末装置１は、ＣＳＩプロセス毎あるいは一部のＣ
ＳＩプロセスに対応するＣＳＩの報告に対して異なるＰＵＣＣＨフォーマットおよび／ま
たは異なるＰＵＣＣＨリソースを用いてもよい。また、端末装置１は、サブフレームセッ
ト毎あるいは一部のサブフレームセットに対応するＣＳＩの報告に対して異なるＰＵＣＣ
Ｈフォーマット、および／または、異なるＰＵＣＣＨリソースを用いてもよい。
【０１３８】
　ここで、同一のＰＵＣＣＨフォーマットを用いる複数のＣＳＩ報告に対して異なるＰＵ
ＣＣＨリソースが用いられてもよい。例えば、第３のＰＵＣＣＨフォーマットを用いる第
１のＣＳＩ報告に用いられる第２のＰＵＣＣＨリソースと、第３のＰＵＣＣＨフォーマッ
トを用いる第２のＣＳＩ報告に用いられる第２のＰＵＣＣＨリソースは異なるリソースで
あってもよい。例えば、第２のＣＳＩの報告に用いられる第２のＰＵＣＣＨリソースとは
、第１のＣＳＩ報告に用いられる第２のＰＵＣＣＨリソースに対するリソースインデック
スとは異なるリソースインデックスが指示（設定）されたＰＵＣＣＨリソースであっても
よい。また、第２のＣＳＩの報告に用いられる第２のＰＵＣＣＨリソースとは、第１のＣ
ＳＩ報告に用いられる第２のＰＵＣＣＨリソースに対するオーソゴナル系列インデックス
とは異なるオーソゴナル系列インデックスが指示（設定）されたＰＵＣＣＨリソースであ
ってもよい。また、第２のＣＳＩの報告に用いられる第２のＰＵＣＣＨリソースとは、第
１のＣＳＩ報告に用いられる第２のＰＵＣＣＨリソースに対するサイクリックシフトとは
異なるサイクリックシフトの値が指示（設定）されたＰＵＣＣＨリソースであってもよい
。
【０１３９】
　ここで、セルインデックスには、サービングセルを識別するために用いられるアイデン
ティティに関連するサービングセルインデックス（ServCellIndexとも称される）が含ま
れる。
【０１４０】
　ここで、サービングセルインデックスの値“０”は、プライマリーセルに対して適用さ
れてもよい。また、セカンダリーセルに対して適用されるサービングセルインデックスの
値として、割り当てられたセカンダリーセルインデックスの値が用いられてもよい。以下
、セカンダリーセルインデックス（ScellIndex）、および／または、サービングセルイン
デックス（ServCellIndex）を、セルインデックスとも称する。
【０１４１】
　ここで、基地局装置３は、セルインデックス（セルインデックスの値）を端末装置１に
対して設定してもよい。例えば、基地局装置３は、セルインデックスが含まれる上位層の
信号を送信してもよい。端末装置１は、基地局装置３によって設定されたセルインデック
スに基づいて、サービングセルのセルインデックスを識別してもよい。すなわち、セルイ
ンデックスは、上位層におけるインデックス（ＲＲＣ層におけるインデックス、ＲＲＣの
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インデックスとも称する）であってもよい。
【０１４２】
　以下、基本的には、端末装置１における動作を記載するが、基地局装置３が、端末装置
１に対応する動作を行うことは勿論である。また、本実施形態において記載される動作は
、セルグループ毎に行われてもよい。すなわち、基地局装置３および／または端末装置１
は、本実施形態において記載される動作を、１つのセルグループにおいて行ってもよい。
【０１４３】
　また、例えば、本実施形態において記載される動作は、上りリンク制御情報の送信（例
えば、ＣＳＩレポートの送信）に対して、ＰＵＣＣＨフォーマット３が設定される場合に
対して適用可能であってもよい。また、本実施形態において記載される動作は、上りリン
ク制御情報の送信（例えば、ＣＳＩレポートの送信）に対して、ＰＵＣＣＨフォーマット
４が設定される場合に対して適用可能であってもよい。
【０１４４】
　また、本実施形態において記載される動作は、１つのサービングセルが設定される場合
に対して適用可能であってもよい。また、本実施形態において記載される動作は、１つよ
りも多いサービングセルが設定される場合に対して適用可能であってもよい。また、本実
施形態において記載される動作は、５つよりも多いサービングセルが設定される場合に対
して適用可能であってもよい。ここで、１つよりも多いサービングセルが設定される場合
とは、１つよりも多く５つ以下のサービングセルが設定される場合のことであってもよい
。
【０１４５】
　以下、本実施形態のＰＵＣＣＨを用いたピリオディックＣＳＩの報告（periodic CSI r
eporting）について説明する。ただし、ＣＳＩの報告を行なう上りリンクにおいて複数の
ＣＳＩサブフレームセットが設定されてもよい。
【０１４６】
　基地局装置３は、いずれかの報告モードを用いてＰＵＣＣＨでピリオディックＣＳＩを
報告することを端末装置１に対して設定する。基地局装置３は、報告モードとピリオディ
ックＣＳＩの報告に用いるＰＵＣＣＨのリソースとをサービングセル毎に設定する。基地
局装置３は、サービングセルのそれぞれに対するピリオディックＣＳＩの報告に関する情
報を端末装置１に送信する。
【０１４７】
（Ａ）例えば、報告モード１－０が設定された端末装置１は、ＰＭＩを送信しない。また
、報告モード１－０が設定された端末装置１は、サブバンドＣＱＩを送信せず、ワイドバ
ンドＣＱＩを送信する。
（Ｂ）例えば、報告モード１－１が設定された端末装置１は、ＰＭＩを送信する。また、
報告モード１－１が設定された端末装置１は、サブバンドＣＱＩを送信せず、ワイドバン
ドＣＱＩを送信する。
（Ｃ）例えば、報告モード２－０が設定された端末装置１は、ＰＭＩを送信しない。また
、報告モード２－０が設定された端末装置１は、サブバンドＣＱＩとワイドバンドＣＱＩ
を送信する。
（Ｄ）例えば、報告モード２－１が設定された端末装置１は、ＰＭＩを送信する。また、
報告モード２－１が設定された端末装置１は、サブバンドＣＱＩとワイドバンドＣＱＩを
送信する。
【０１４８】
　ワイドバンドＣＱＩは、あるサービングセルのあるサブフレーム内の全ての物理リソー
スブロックで送信されるＣＲＳおよび／またはＣＳＩ－ＲＳに基づいて計算される。サブ
バンドＣＱＩは、あるサービングセルのあるサブフレーム内の特定の一部の帯域を構成す
る物理リソースブロックで送信されるＣＲＳおよび／またはＣＳＩ－ＲＳに基づいて計算
される。
【０１４９】
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　ＣＳＩの報告モードのそれぞれは複数の報告タイプをサポートする。
【０１５０】
（Ａ）例えば、報告タイプ１はサブバンドＣＱＩフィードバックをサポートする。
（Ｂ）例えば、報告タイプ１ａはサブバンドＣＱＩとＰＭＩフィードバックをサポートす
る。
（Ｃ）例えば、報告タイプ２と報告タイプ２ａと報告タイプ２ｂとはワイドバンドＣＱＩ
とＰＭＩフィードバックをサポートする。
（Ｄ）例えば、報告タイプ３はＲＩフィードバックをサポートする。
（Ｅ）例えば、報告タイプ４はワイドバンドＣＱＩフィードバックをサポートする。
（Ｆ）例えば、報告タイプ５はＲＩとワイドバンドＰＭＩフィードバックをサポートする
。
（Ｇ）例えば、報告タイプ６はＲＩとＰＴＩフォードバックをサポートする。
【０１５１】
　端末装置１は、あるサービングセルに対して報告モード１－０を設定された場合、当該
サービングセルに対応する報告タイプ３と報告タイプ４のＣＳＩを基地局装置３に報告す
る。端末装置１は、あるサービングセルに対して報告モード１－１を設定された場合、当
該サービングセルに対応する報告タイプ２／２ｂ／２ｃと報告タイプ３と報告タイプ５の
ＣＳＩを基地局装置３に報告する。
【０１５２】
　端末装置１は、あるサービングセルに対して報告モード２－０を設定された場合、当該
サービングセルに対応する報告タイプ１と報告タイプ３と報告タイプ４のＣＳＩを基地局
装置３に報告する。端末装置１は、あるサービングセルに対して報告モード２－１を設定
された場合、当該サービングセルに対応する報告タイプ１／１ａと報告タイプ２／２ａ／
２ｂと報告タイプ３と報告タイプ６のＣＳＩを基地局装置３に報告する。
【０１５３】
　端末装置１は、あるサービングセルにおいて、ＣＳＩプロセスを複数設定可能な送信モ
ード（例えば送信モード１０）が設定され、あるＣＳＩプロセスにおいてＲＩおよび／ま
たはＰＭＩを報告する場合に、該ＣＳＩプロセスに対してＲＩ参照用ＣＳＩプロセス（RI
-reference CSI process）が設定されてよい。端末装置１において、あるＣＳＩプロセス
に対してＲＩ参照用ＣＳＩプロセスが設定された場合、該ＣＳＩプロセスで報告されるＲ
Ｉは設定されたＲＩ参照用ＣＳＩプロセスに対するＲＩを含むチャネル状態情報の最近の
（most recent）報告に含まれるＲＩと同じである。ただし、ＲＩ参照用ＣＳＩプロセス
で報告されるＲＩはその他の設定されているＣＳＩプロセスに基づかない。端末装置１は
、あるサブフレームにおいて、あるＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩを含み、かつ
、設定されたＲＩ参照用ＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩを含まないＣＳＩレポー
トをトリガリングするアピリオディックＣＳＩレポートの要求を受信することを期待しな
い。
【０１５４】
　以下、本実施形態のピリオディックＣＳＩの報告におけるＲＩ（ピリオディックＲＩ（
periodic RI）とも称する）の報告について説明する。
【０１５５】
　端末装置１は、空間多重において使用可能な送信レイヤーの数からＲＩを決定する。送
信ダイバーシチの場合についてＲＩは１とする。ＲＩは、ＰＤＳＣＨ（Physical Downlin
k Shared CHannel）送信に対応し、且つ、端末装置１によって決定されるレイヤーの数に
対応する。
【０１５６】
　端末装置１は、上位層によって１つまたは複数のＣＳＩプロセスが設定されてもよい。
各ＣＳＩプロセスに対しては、上位層によりＣＳＩプロセスインデックスが設定される。
ＣＳＩプロセスのそれぞれにおいて、上位層のシグナリングにより、ＰＭＩおよび／また
はＲＩの報告を行なうか否かが設定される。端末装置１は、ＲＩの報告間隔毎にＲＩの値
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のサポートされるセットの中から１つのＲＩを決定し、ＲＩの報告を行なう毎に送信レイ
ヤーの数を報告する。
【０１５７】
　また、端末装置１は、上位層によって１つまたは複数のＣＳＩサブフレームセット（例
えばＣＳＩサブフレームセット０とＣＳＩサブフレームセット１）が設定されてもよい。
複数のサブフレームセットが設定された端末装置１は、サブフレームセット毎に独立して
ＣＱＩやＲＩの設定（例えば、報告タイミングの周期やオフセットであってもよい）が行
われてよい。
【０１５８】
　以下、各報告モードにおけるＲＩおよびＣＱＩの報告手順について説明する。ただし、
以下ではＲＩおよびＣＱＩについて説明するが、その他のＣＳＩ（例えば、ＰＭＩやＰＴ
Ｉ等）について任意の手順で同時に報告されてもよい。
【０１５９】
　報告モード１－０である場合、ＲＩおよびＣＱＩは下記の通り計算される。
【０１６０】
　（報告モード１－０のＲＩについて）端末装置１は、送信モード３である場合に、ＲＩ
を報告するサブフレームにおいて、サブバンドとして設定されうる全周波数帯域（set S 
subandsと称される場合がある）の送信と仮定した場合のＲＩを決定し、報告タイプ３を
用いて報告する。
【０１６１】
　（報告モード１－０のＣＱＩについて）端末装置１は、ＣＱＩを報告するサブフレーム
において、サブバンドとして設定されうる全周波数帯域の送信を仮定して計算された１つ
のワイドバンドＣＱＩで構成される報告タイプ４を用いてＣＱＩを報告する。ただし、送
信モード３である場合、ＣＱＩは最後に報告されたピリオディックＲＩに基づいて計算さ
れる。その他の送信モードの場合、ＣＱＩはランクが１であるものとして計算される。
【０１６２】
　報告モード１－１である場合、ＲＩおよびＣＱＩは下記の通り計算される。
【０１６３】
　（報告モード１－１のＲＩについて）端末装置１は、ＲＩを報告するサブフレームにお
いて、送信モード１０が設定されており、かつ、あるＣＳＩプロセスに対してＲＩ参照Ｃ
ＳＩプロセスが設定されている場合、サブフレームセットの設定に関わりなく、当該ＣＳ
ＩプロセスのＲＩを設定されたＲＩ参照ＣＳＩプロセスのＲＩを含む最近の（most recen
t）ＣＳＩレポートのＲＩと同じ値とする。それ以外の場合には、端末装置１は、サブバ
ンドとして設定されうる全周波数帯域の送信を仮定したＲＩを決定する。端末装置１は、
報告タイプ３（ＰＭＩを伴わない場合）または報告タイプ５（ＰＭＩを伴う場合）を用い
て決定したＲＩを報告する。
【０１６４】
　（報告モード１－１のＣＱＩについて）端末装置１は、所定の送信モード（例えば、送
信モード４、８、９、１０）である場合、ＣＱＩを報告するサブフレームにおいて、下記
の通り、ＣＱＩを報告する。端末装置１に送信モード１０が設定されており、あるＣＳＩ
プロセスに対してＲＩ参照ＣＳＩプロセスが設定されており、当該ＣＳＩプロセスの最近
の報告タイプ３の報告がドロップされており、かつ、当該ＣＳＩプロセスのためのＲＩ参
照ＣＳＩプロセスにおいて最近の報告タイプ３の報告がされている場合、当該ＣＳＩプロ
セスのためのＣＱＩは、前記ＲＩ参照ＣＳＩプロセスで報告されたピリオディックＲＩに
基づいて計算される。端末装置１に送信モード１０が設定されており、あるＣＳＩプロセ
スに対してＲＩ参照ＣＳＩプロセスが設定されていない場合には、当該ＣＳＩプロセスに
対するＣＱＩは、当該ＣＳＩプロセスに対して最後に報告されたピリオディックＲＩに基
づいて計算される。それ以外の場合には、ＣＱＩは最後に報告されたピリオディックＲＩ
に基づいて計算される。端末装置１は、所定の送信モード（例えば、送信モード４、８、
９、１０）以外の送信モードである場合、ランクが１の送信であるものとしてＣＱＩ（お
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よびＰＭＩ）を計算する。
【０１６５】
　図４は、あるサービングセルにおいて送信モード１０が設定されている端末装置１が、
当該サービングセルの第１のＣＳＩプロセスに対する第１のＲＩ報告と第１のＣＱＩ報告
を行ない、当該サービングセルの第２のＣＳＩプロセスに対する第２のＲＩ報告と第２の
ＣＱＩ報告を行なう場合を示している。また、第２のＣＳＩプロセスにはＲＩ参照ＣＳＩ
プロセスとして第１のＣＳＩプロセスが設定されているものとする。ここで、サブフレー
ム番号３およびサブフレーム番号１３において報告される第２のＣＳＩプロセスの第２の
ＲＩの値は、サブフレーム番号２において報告されるＲＩの値と同じである。ここで、サ
ブフレーム番号２３において報告される第２のＣＳＩプロセスの第２のＲＩが後述する任
意の条件によりドロップされた場合、サブフレーム番号２６において報告される第２のＣ
ＳＩプロセスの第２のＣＱＩは、ＲＩ参照ＣＳＩプロセスである第１のＣＳＩプロセスの
サブフレーム番号２２において報告されるＲＩに基づいて計算される。
【０１６６】
　報告モード２－０である場合、ＲＩおよびＣＱＩは下記の通り計算される。
【０１６７】
　（報告モード２－０のＲＩについて）送信モード３である場合、端末装置１は、ＲＩを
報告するサブフレームにおいて、セットＳサブバンドの送信を仮定したＲＩを決定し、報
告タイプ３を用いて報告する。
【０１６８】
　（報告モード２－０のワイドバンドＣＱＩについて）端末装置１は、ワイドバンドＣＱ
Ｉを報告するサブフレームにおいて、サブバンドとして設定されうる全周波数帯域の送信
を仮定して計算された１つのワイドバンドＣＱＩで構成される報告タイプ４のＣＳＩを報
告する。ただし、送信モード３である場合、ＣＱＩは最後に報告されたピリオディックＲ
Ｉに基づいて計算される。その他の送信モードの場合、報告モード２－０に対応するＣＱ
Ｉはランク１として計算される。
【０１６９】
　（報告モード２－０のサブバンドＣＱＩについて）端末装置１は、選択されたサブバン
ドのＣＱＩを報告するサブフレームにおいて、該サブバンドの送信のみを反映したＣＱＩ
の値を、報告タイプ１を用いて報告する。報告モード２－０に対応するＣＱＩの値は、Ｒ
Ｉが１より大きい場合でも第１のコードワードのチャネル品質のみを表す。端末装置１は
、送信モード３である場合、サブバンドの選択およびＣＱＩの値について最後に報告され
たピリオディックＲＩを用いて計算し、その他の送信モードである場合、報告モード２－
０に対応するサブバンドの選択およびＣＱＩの値についてランクが１であるものとして計
算する。
【０１７０】
　報告モード２－１である場合、ＲＩおよびＣＱＩは下記の通り計算される。
【０１７１】
　（報告モード２－１のＲＩについて）端末装置１は、ＲＩを報告するサブフレームにお
いて、送信モード１０が設定されており、かつ、あるＣＳＩプロセスに対してＲＩ参照Ｃ
ＳＩプロセスが設定されている場合、サブフレームセットの設定に関わりなく、当該ＣＳ
ＩプロセスのＲＩは設定されたＲＩ参照ＣＳＩプロセスのＲＩを含む最近の（most recen
t）ＣＳＩレポートのＲＩと同じ値とする。それ以外の場合には、端末装置１はサブバン
ドとして設定されうる全周波数帯域の送信を仮定したＲＩを決定する。端末装置１は、報
告タイプ３（ＰＴＩを伴わない場合）または報告タイプ６（ＰＴＩを伴う場合）を用いて
決定したＲＩを報告する。
【０１７２】
　（報告モード２－１のワイドバンドＣＱＩについて）端末装置１は、所定の送信モード
（例えば、送信モード４、８、９、１０）である場合、ワイドバンドＣＱＩを報告するサ
ブフレームにおいて、下記の通り、ワイドバンドＣＱＩを報告する。端末装置１は、送信
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モード１０が設定されており、あるＣＳＩプロセスに対してＲＩ参照ＣＳＩプロセスが設
定されており、当該ＣＳＩプロセスの最近の報告タイプ３の報告がドロップされており、
かつ、当該ＣＳＩプロセスのためにＲＩ参照ＣＳＩプロセスの最近の報告タイプ３の報告
がされている場合、当該ＣＳＩプロセスのためのＣＱＩは、前記ＲＩ参照ＣＳＩプロセス
で報告されたピリオディックＲＩに基づいて計算される。それ以外の場合には、ＣＱＩは
、当該ＣＳＩプロセスに対して最後に報告されたピリオディックＲＩに基づいて計算され
る。端末装置１は、所定の送信モード（例えば、送信モード４、８、９、１０）以外の送
信モードである場合、報告モード２－１のワイドバンドＣＱＩについてランクが１の送信
であるものとして計算する。
【０１７３】
　（報告モード２－１のサブバンドＣＱＩについて）端末装置１は、選択されたサブバン
ドＣＱＩを報告するサブフレームにおいて、該サブバンドの送信のみを反映した第１のコ
ードワードのＣＱＩの値を、報告タイプ１により報告する。ただし、端末装置１は、ＲＩ
が１より大きい場合、第２のコードワードのサブバンドＣＱＩインデックスと第１のコー
ドワードのサブバンドＣＱＩインデックスの差分を、サブバンドＣＱＩに対して３ビット
追加して報告する。端末装置１は、所定の送信モード（例えば、送信モード４、８、９、
１０）である場合、下記の通り、サブバンドＣＱＩを報告する。端末装置１は、送信モー
ド１０が設定されており、あるＣＳＩプロセスに対してＲＩ参照ＣＳＩプロセスが設定さ
れており、当該ＣＳＩプロセスの最近の報告タイプ３の報告がドロップされており、かつ
、当該ＣＳＩプロセスのためにＲＩ参照ＣＳＩプロセスの最近の報告タイプ３の報告がさ
れている場合、当該ＣＳＩプロセスのためのサブバンドの選択およびＣＱＩの値は、前記
ＲＩ参照ＣＳＩプロセスで報告されたピリオディックＲＩに基づいて計算される。それ以
外の場合には、当該ＣＳＩプロセスのためのサブバンドの選択およびＣＱＩの値は最後に
報告されたピリオディックＲＩに基づいて計算される。端末装置１は、所定の送信モード
（例えば、送信モード４、８、９、１０）以外の送信モードである場合、ランクが１の送
信であるものとしてサブバンドの選択およびＣＱＩの値を計算する。
【０１７４】
　以下、本実施形態に係る１つまたは複数のＲＩを同時に報告する場合の動作について説
明する。
【０１７５】
　端末装置１は、設定されたサービングセルのそれぞれにおいてＲＩの報告のためのＰＵ
ＣＣＨフォーマットが設定されてよい。例えば、端末装置１は、設定されたサービングセ
ルのそれぞれにおいてＲＩの報告のために第３のＰＵＣＣＨフォーマット、第４のＰＵＣ
ＣＨフォーマット、第５のＰＵＣＣＨフォーマットのうち使用可能なＰＵＣＣＨフォーマ
ットが設定されてよい。
【０１７６】
　端末装置１は、設定されたサブフレームセットのそれぞれにおいてＲＩの報告のための
ＰＵＣＣＨフォーマットが設定されてよい。例えば、端末装置１は、設定されたサブフレ
ームセットのそれぞれにおいてＲＩの報告のために第３のＰＵＣＣＨフォーマット、第４
のＰＵＣＣＨフォーマット、第５のＰＵＣＣＨフォーマットのうち使用可能なＰＵＣＣＨ
フォーマットが設定されてよい。
【０１７７】
　端末装置１は、設定されたＣＳＩプロセスのそれぞれにおいてＲＩの報告のためのＰＵ
ＣＣＨフォーマットが設定されてよい。例えば、端末装置１は、設定されたＣＳＩプロセ
スのそれぞれにおいてＲＩの報告のために第３のＰＵＣＣＨフォーマット、第４のＰＵＣ
ＣＨフォーマット、第５のＰＵＣＣＨフォーマットのうち使用可能なＰＵＣＣＨフォーマ
ットが設定されてよい。
【０１７８】
　ただし、複数のＣＳＩを同時に報告可能なフォーマット（例えば、第５のＰＵＣＣＨフ
ォーマット）は、端末装置１に対し、使用可能か否かが全てのサービングセルで共通に設
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定されてもよい。ただし、複数のＣＳＩを同時に報告可能なフォーマット（例えば、第５
のＰＵＣＣＨフォーマット）は、端末装置１に対し、使用可能か否かが全てのサブフレー
ムセットで共通に設定されてもよい。ただし、複数のＣＳＩを同時に報告可能なフォーマ
ット（例えば、第５のＰＵＣＣＨフォーマット）は、端末装置１に対し、使用可能か否か
が全てのＣＳＩプロセスで共通に設定されてもよい。ただし、複数のＣＳＩを同時に報告
可能なフォーマットは、端末装置１が運用されるシステムで適用可能であるかが設定され
てもよいし、上位層からのシグナリングによって端末装置１に対して設定されてもよい。
【０１７９】
　ただし、あるＰＵＣＣＨ（第１のＰＵＣＣＨとする）に対して１つのＣＳＩのみ報告可
能なＰＵＣＣＨフォーマット（例えば第３のＰＵＣＣＨフォーマット）が設定され、別の
あるＰＵＣＣＨ（第２のＰＵＣＣＨとする）に対して複数のＣＳＩを同時に報告可能なフ
ォーマット（例えば第５のＰＵＣＣＨフォーマット）が設定され、かつ、第１のＰＵＣＣ
Ｈと第２のＰＵＣＣＨが衝突した場合に、第１のＰＵＣＣＨで報告されるＣＳＩと第２の
ＰＵＣＣＨで報告されるＣＳＩを第２のＰＵＣＣＨで同時に報告するように処理されても
よい。
【０１８０】
　すなわち、１つのＣＳＩを報告するために用いられ、第３のＰＵＣＣＨフォーマットが
用いられる第１のＰＵＣＣＨリソースでの送信と、複数のＣＳＩを同時に報告するために
用いられ、第５のＰＵＣＣＨフォーマットが用いられる第２のＰＵＣＣＨリソースでの送
信が衝突した場合において、該１つのＣＳＩ、および／または、該複数のＣＳＩの一部ま
たは全部が、該第２のＰＵＣＣＨリソースで報告されてもよい。すなわち、第３のＰＵＣ
ＣＨフォーマット、および／または、第１のＰＵＣＣＨリソースを用いた１つのＣＳＩの
報告と、第５のＰＵＣＣＨフォーマット、および／または、第２のＰＵＣＣＨリソースを
用いた複数のＣＳＩの報告が衝突した場合において、第５のＰＵＣＣＨフォーマット、お
よび／または、第２のＰＵＣＣＨリソースを用いて、該１つのＣＳＩ、および／または、
該複数のＣＳＩの一部または全部が報告されてもよい。
【０１８１】
　ここで、例えば、第１のＰＵＣＣＨはあるサービングセル（第１のサービングセル）の
第２のＣＳＩプロセスに関するＣＳＩの報告に用いられるＰＵＣＣＨであってもよく、第
２のＰＵＣＣＨは別のサービングセル（第２のサービングセル）に対するＣＳＩの報告に
用いられるＰＵＣＣＨであってもよい。すなわち、第１のサービングセルの第１のＣＳＩ
プロセスに関する第１のＣＳＩが任意のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで
報告され、第１のサービングセルの第２のＣＳＩプロセスに関する第２のＣＳＩが第３の
ＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、第２のサービングセルに対す
るＣＳＩが第５のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、あるサブフ
レームにおいて、第２のＣＳＩの報告と第２のサービングセルに対するＣＳＩの報告が衝
突した場合に、端末装置１は衝突した第２のＣＳＩと第２のサービングセルに対するＣＳ
Ｉを第５のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告してもよい。
【０１８２】
　また、例えば、第１のＰＵＣＣＨはあるサービングセル（第１のサービングセル）の第
２のサブフレームセットに関するＣＳＩの報告に用いられるＰＵＣＣＨであってもよく、
第２のＰＵＣＣＨは別のサービングセル（第２のサービングセル）に対するＣＳＩの報告
に用いられるＰＵＣＣＨであってもよい。すなわち、第１のサービングセルの第１のサブ
フレームセットに関する第１のＣＳＩが任意のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣ
ＣＨで報告され、第１のサービングセルの第２のサブフレームセットに関する第２のＣＳ
Ｉが第３のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、第２のサービング
セルに対するＣＳＩが第５のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、
あるサブフレームにおいて、第２のＣＳＩの報告と第２のサービングセルに対するＣＳＩ
の報告が衝突した場合に、端末装置１は衝突した第２のＣＳＩと第２のサービングセルに
対するＣＳＩを第５のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告してもよい。
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【０１８３】
　ただし、第１のＰＵＣＣＨに対して複数のＣＳＩを同時に報告可能なフォーマット（例
えば第５のＰＵＣＣＨフォーマット）が設定され、第２のＰＵＣＣＨに対して複数のＣＳ
Ｉを同時に報告可能なフォーマット（例えば第５のＰＵＣＣＨフォーマット）が設定され
、かつ、第１のＰＵＣＣＨと第２のＰＵＣＣＨが衝突した場合に、第１のＰＵＣＣＨで報
告されるＣＳＩと第２のＰＵＣＣＨで報告されるＣＳＩを第１のＰＵＣＣＨまた第２のＰ
ＵＣＣＨのいずれか１つで同時に報告するように処理されてもよい。
【０１８４】
　すなわち、第１の複数のＣＳＩを同時に報告するために用いられ、第５のＰＵＣＣＨフ
ォーマットが用いられる第１のＰＵＣＣＨリソースでの送信と、第２の複数のＣＳＩを報
告するために用いられ、第５のＰＵＣＣＨフォーマットが用いられる第２のＰＵＣＣＨリ
ソースでの送信が衝突した場合において、該第１の複数のＣＳＩ、および／または、該２
の複数のＣＳＩの一部または全部が、該第１のＰＵＣＣＨリソースまたは該第２のＰＵＣ
ＣＨリソースで報告されてもよい。すなわち、第５のＰＵＣＣＨフォーマット、および／
または、第１のＰＵＣＣＨリソースを用いた第１の複数のＣＳＩの報告と、第５のＰＵＣ
ＣＨフォーマット、および／または、第２のＰＵＣＣＨリソースを用いた第２の複数のＣ
ＳＩの報告が衝突した場合において、第１のＰＵＣＣＨリソースまたは第２のＰＵＣＣＨ
リソースを用いて、該第１の複数のＣＳＩ、および／または、該第２の複数のＣＳＩの一
部または全部が報告されてもよい。ここで、該第１の複数のＣＳＩ、および／または、該
第２の複数のＣＳＩの一部または全部は、第５のＰＵＣＣＨフォーマットを用いて報告さ
れてもよい。
【０１８５】
　ここで、例えば、第１のＰＵＣＣＨはあるサービングセル（第１のサービングセル）の
第２のＣＳＩプロセスに関するＣＳＩの報告に用いられるＰＵＣＣＨであってもよく、第
２のＰＵＣＣＨは別のサービングセル（第２のサービングセル）に対するＣＳＩの報告に
用いられるＰＵＣＣＨであってもよい。すなわち、第１のサービングセルの第１のＣＳＩ
プロセスに関する第１のＣＳＩが任意のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで
報告され、第１のサービングセルの第２のＣＳＩプロセスに関する第２のＣＳＩが第５の
ＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、第２のサービングセルに対す
るＣＳＩが第５のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、あるサブフ
レームにおいて、第２のＣＳＩの報告と第２のサービングセルに対するＣＳＩの報告が衝
突した場合に、端末装置１は衝突した第２のＣＳＩと第２のサービングセルに対するＣＳ
Ｉを第５のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告してもよい。
【０１８６】
　また、例えば、第１のＰＵＣＣＨはあるサービングセル（第１のサービングセル）の第
２のサブフレームセットに関するＣＳＩの報告に用いられるＰＵＣＣＨであってもよく、
第２のＰＵＣＣＨは別のサービングセル（第２のサービングセル）に対するＣＳＩの報告
に用いられるＰＵＣＣＨであってもよい。すなわち、第１のサービングセルの第１のサブ
フレームセットに関する第１のＣＳＩが任意のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣ
ＣＨで報告され、第１のサービングセルの第２のサブフレームセットに関する第２のＣＳ
Ｉが第５のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、第２のサービング
セルに対するＣＳＩが第５のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、
あるサブフレームにおいて、第２のＣＳＩの報告と第２のサービングセルに対するＣＳＩ
の報告が衝突した場合に、端末装置１は衝突した第２のＣＳＩと第２のサービングセルに
対するＣＳＩを第５のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告してもよい。
【０１８７】
　ただし、第１のＰＵＣＣＨに対して１つのＣＳＩのみ報告可能なＰＵＣＣＨフォーマッ
ト（例えば第３のＰＵＣＣＨフォーマット）が設定され、第２のＰＵＣＣＨに対して１つ
のＣＳＩのみ報告可能なＰＵＣＣＨフォーマット（例えば第３のＰＵＣＣＨフォーマット
）が設定され、かつ、第１のＰＵＣＣＨと第２のＰＵＣＣＨが衝突した場合に、第１のＰ
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ＵＣＣＨで報告されるＣＳＩの報告と第２のＰＵＣＣＨで報告されるＣＳＩの報告のいず
れか１つをドロップするように処理されてもよい。
【０１８８】
　ここで、例えば、第１のＰＵＣＣＨはあるサービングセル（第１のサービングセル）の
第２のＣＳＩプロセスに関するＣＳＩの報告に用いられるＰＵＣＣＨであってもよく、第
２のＰＵＣＣＨは別のサービングセル（第２のサービングセル）に対するＣＳＩの報告に
用いられるＰＵＣＣＨであってもよい。すなわち、第１のサービングセルの第１のＣＳＩ
プロセスに関する第１のＣＳＩが任意のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで
報告され、第１のサービングセルの第２のＣＳＩプロセスに関する第２のＣＳＩが第３の
ＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、第２のサービングセルに対す
るＣＳＩが第３のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、あるサブフ
レームにおいて、第２のＣＳＩの報告と第２のサービングセルに対するＣＳＩの報告が衝
突した場合に、端末装置１は衝突した第２のＣＳＩと第２のサービングセルに対するＣＳ
Ｉのいずれか１つをドロップしてもよい。
【０１８９】
　また、例えば、第１のＰＵＣＣＨはあるサービングセル（第１のサービングセル）の第
２のサブフレームセットに関するＣＳＩの報告に用いられるＰＵＣＣＨであってもよく、
第２のＰＵＣＣＨは別のサービングセル（第２のサービングセル）に対するＣＳＩの報告
に用いられるＰＵＣＣＨであってもよい。すなわち、第１のサービングセルの第１のサブ
フレームセットに関する第１のＣＳＩが任意のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣ
ＣＨで報告され、第１のサービングセルの第２のサブフレームセットに関する第２のＣＳ
Ｉが第３のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、第２のサービング
セルに対するＣＳＩが第３のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、
あるサブフレームにおいて、第２のＣＳＩの報告と第２のサービングセルに対するＣＳＩ
の報告が衝突した場合に、端末装置１は衝突した第２のＣＳＩと第２のサービングセルに
対するＣＳＩのいずれか１つをドロップしてもよい。
【０１９０】
　ただし、第１のＰＵＣＣＨに対して１つのＣＳＩのみ報告可能なＰＵＣＣＨフォーマッ
ト（例えば第３のＰＵＣＣＨフォーマット）が設定され、第２のＰＵＣＣＨに対して１つ
のＣＳＩのみ報告可能なＰＵＣＣＨフォーマット（例えば第３のＰＵＣＣＨフォーマット
）が設定され、端末装置１に対して複数のＣＳＩを同時に報告可能なフォーマット（例え
ば第５のＰＵＣＣＨフォーマット）が設定され、かつ、第１のＰＵＣＣＨと第２のＰＵＣ
ＣＨが衝突した場合に、第１のＰＵＣＣＨで報告されるＣＳＩと第２のＰＵＣＣＨで報告
されるＣＳＩを前記複数のＣＳＩを同時に報告可能なフォーマットを用いて同時に報告す
るように処理されてもよい。
【０１９１】
　ただし、第１のＰＵＣＣＨに対して１つのＣＳＩのみ報告可能なＰＵＣＣＨフォーマッ
ト（例えば第３のＰＵＣＣＨフォーマット）が設定され、第２のＰＵＣＣＨに対して１つ
のＣＳＩのみ報告可能なＰＵＣＣＨフォーマット（例えば第３のＰＵＣＣＨフォーマット
）が設定され、端末装置１に対して複数のＣＳＩを同時に報告可能なフォーマット（例え
ば第５のＰＵＣＣＨフォーマット）が設定されておらず、かつ、第１のＰＵＣＣＨと第２
のＰＵＣＣＨが衝突した場合に、第１のＰＵＣＣＨのＣＳＩの報告と第２のＰＵＣＣＨの
ＣＳＩの報告のいずれか１つをドロップするように処理されてもよい。
【０１９２】
　すなわち、複数のＣＳＩを同時に報告するために用いられる第５のＰＵＣＣＨフォーマ
ットが設定された（第５のＰＵＣＣＨフォーマットを用いた上りリンク制御情報の送信が
設定された）端末装置は、第３のＰＵＣＣＨフォーマット、および／または、第１のＰＵ
ＣＣＨリソースを用いた第１の１つのＣＳＩの報告と、第３のＰＵＣＣＨフォーマット、
および／または、第２のＰＵＣＣＨリソースを用いた第２の１つのＣＳＩの報告が衝突し
た場合において、該第１の１つのＣＳＩ、および／または、該第２の１つのＣＳＩの一部
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または全部を、該第５のＰＵＣＣＨフォーマットを用いて報告してもよい。ここで、該第
１の１つのＣＳＩ、および／または、該第２の１つのＣＳＩの一部または全部は、該第５
のＰＵＣＣＨフォーマットが用いられるＰＵＣＣＨリソースで報告されてもよい。
【０１９３】
　ここで、例えば、第１のＰＵＣＣＨはあるサービングセル（第１のサービングセル）の
第２のＣＳＩプロセスに関するＣＳＩの報告に用いられるＰＵＣＣＨであってもよく、第
２のＰＵＣＣＨは別のサービングセル（第２のサービングセル）に対するＣＳＩの報告に
用いられるＰＵＣＣＨであってもよい。すなわち、第１のサービングセルの第１のＣＳＩ
プロセスに関する第１のＣＳＩが任意のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで
報告され、第１のサービングセルの第２のＣＳＩプロセスに関する第２のＣＳＩが第３の
ＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、第２のサービングセルに対す
るＣＳＩが第３のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、あるサブフ
レームにおいて、第２のＣＳＩの報告と第２のサービングセルに対するＣＳＩの報告が衝
突した場合に、第５のＰＵＣＣＨフォーマットを設定された端末装置１は衝突した第２の
ＣＳＩと第２のサービングセルに対するＣＳＩを第５のＰＵＣＣＨフォーマットを使用し
たＰＵＣＣＨで報告してもよく、第５のＰＵＣＣＨフォーマットを設定されていない端末
装置１は衝突した第２のＣＳＩと第２のサービングセルに対するＣＳＩのいずれか１つを
ドロップしてもよい。
【０１９４】
　また、例えば、第１のＰＵＣＣＨはあるサービングセル（第１のサービングセル）の第
２のサブフレームセットに関するＣＳＩの報告に用いられるＰＵＣＣＨであってもよく、
第２のＰＵＣＣＨは別のサービングセル（第２のサービングセル）に対するＣＳＩの報告
に用いられるＰＵＣＣＨであってもよい。すなわち、第１のサービングセルの第１のサブ
フレームセットに関する第１のＣＳＩが任意のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣ
ＣＨで報告され、第１のサービングセルの第２のサブフレームセットに関する第２のＣＳ
Ｉが第３のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、第２のサービング
セルに対するＣＳＩが第３のＰＵＣＣＨフォーマットを使用したＰＵＣＣＨで報告され、
あるサブフレームにおいて、第２のＣＳＩの報告と第２のサービングセルに対するＣＳＩ
の報告が衝突した場合に、第５のＰＵＣＣＨフォーマットを設定された端末装置１は衝突
した第２のＣＳＩと第２のサービングセルに対するＣＳＩを第５のＰＵＣＣＨフォーマッ
トを使用したＰＵＣＣＨで報告してもよく、第５のＰＵＣＣＨフォーマットを設定されて
いない端末装置１は衝突した第２のＣＳＩと第２のサービングセルに対するＣＳＩのいず
れか１つをドロップしてもよい。
【０１９５】
　端末装置１は、あるサブフレームにおいて、複数のＣＳＩの報告が衝突し、かつ、適用
可能なＰＵＣＣＨフォーマットで衝突した全てのＣＳＩを同時に報告可能である場合には
、全てのＣＳＩをドロップせずに報告してよい。ただし、端末装置１は、あるサービング
セルにおいて、ＣＳＩプロセスを複数設定可能な送信モード（例えば送信モード１０）が
設定されており、あるサブフレームにおいて、あるＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳ
Ｉと、該あるＣＳＩプロセスに対するＲＩ参照用ＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩ
が衝突している場合、いずれか１つのＣＳＩの報告をドロップしてよい。例えば、ドロッ
プするＣＳＩの報告は、ＲＩ参照用ＣＳＩプロセスが設定されている該あるＣＳＩプロセ
スに関連付けられたＣＳＩの報告であってもよい。
【０１９６】
　すなわち、端末装置１は、第１のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩを、１つのサ
ブフレームにおいて、１つのＰＵＣＣＨ（ＰＵＣＣＨリソース）を用いて報告してもよい
。また、端末装置１は、第１のＣＳＩプロセスとは異なる第２のＣＳＩプロセスに関連付
けられたＣＳＩを、１つのサブフレームにおいて、１つのＰＵＣＣＨ（ＰＵＣＣＨリソー
ス）を用いて報告してもよい。ここで、該第１のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩ
報告に対して、１つのＣＳＩを報告するためのＰＵＣＣＨフォーマットが用いられてもよ
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い。また、該第２のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩ報告に対して、１つのＣＳＩ
を報告するためのＰＵＣＣＨフォーマットが用いられてもよい。
【０１９７】
　ここで、該第１のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩの報告と、該第２のＣＳＩプ
ロセスに関連付けられたＣＳＩの報告が、１つのサブフレームにおいて衝突した場合にお
いて、端末装置１は、該第１のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩと、該第２のＣＳ
Ｉプロセスに関連付けられたＣＳＩの一部または全部を、該１つのサブフレームにおいて
、１つのＰＵＣＣＨ（ＰＵＣＣＨリソース）を用いて報告してもよい。ここで、該第１の
ＣＳＩプロセスは、該第２のＣＳＩプロセスに対するＲＩ参照用ＣＳＩプロセスではない
。また、該第１のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩと、該第２のＣＳＩプロセスに
関連付けられたＣＳＩの一部または全部の報告に対して、複数のＣＳＩを同時に報告する
ためのＰＵＣＣＨフォーマットが用いられてもよい。
【０１９８】
　また、該第１のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩの報告と、該第２のＣＳＩプロ
セスに関連付けられたＣＳＩの報告が、１つのサブフレームにおいて衝突した場合におい
て、端末装置１は、該第１のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩと、該第２のＣＳＩ
プロセスに関連付けられたＣＳＩのいずれか１つを、該１つのサブフレームにおいて、１
つのＰＵＣＣＨ（ＰＵＣＣＨリソース）を用いて報告してもよい。すなわち、端末装置１
は、該第１のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩの報告をドロップし、該第２のＣＳ
Ｉプロセスに関連付けられたＣＳＩのみを報告してもよい。また、端末装置１は、該第２
のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩの報告をドロップし、該第１のＣＳＩプロセス
に関連付けられたＣＳＩのみを報告してもよい。ここで、該第１のＣＳＩプロセスは、該
第２のＣＳＩプロセスに対するＲＩ参照用ＣＳＩプロセスである。また、該第１のＣＳＩ
プロセスに関連付けられたＣＳＩの報告、または、該第２のＣＳＩプロセスに関連付けら
れたＣＳＩの報告に対して、複数のＣＳＩを同時に報告するためのＰＵＣＣＨフォーマッ
トが用いられてもよい。
【０１９９】
　すなわち、端末装置１は、該第１のＣＳＩプロセスが、該第２のＣＳＩプロセスに対す
るＲＩ参照用ＣＳＩプロセスであるかどうかに基づいて、該第１のＣＳＩプロセスに関連
付けられたＣＳＩと該第２のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩの両方を報告するの
か、該第１のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩと該第２のＣＳＩプロセスに関連付
けられたＣＳＩのいずれかをドロップ（報告）するのか、を切り替えてもよい。ここで、
該第１のＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩと該第２のＣＳＩプロセスに関連付けら
れたＣＳＩのいずれをドロップするのか（ドロップのルール、優先度）は、下記に示され
る。
【０２００】
　図５は、それぞれ所定のＰＵＣＣＨフォーマットでＣＳＩを送信する複数のＰＵＣＣＨ
が衝突した場合の端末装置１の動作の一例を示すフロー図である。ただし、本フロー図に
おける第５のＰＵＣＣＨフォーマットは複数のＣＳＩを同時に報告可能な任意のフォーマ
ットであってもよい。
【０２０１】
　ステップＳ１０１において、衝突しているＰＵＣＣＨのいずれかで第５のＰＵＣＣＨフ
ォーマットが設定されている場合（Ｓ１０１－Ｙｅｓ）にステップＳ１０３へ移行し、設
定されていない場合（Ｓ１０１－Ｎｏ）にステップＳ１０２へ移行する。ステップＳ１０
２において、端末装置１に対して第５のＰＵＣＣＨフォーマットが設定されている場合（
Ｓ１０２－Ｙｅｓ）にＳ１０３へ移行し、設定されていない場合（Ｓ１０２－Ｎｏ）にス
テップＳ１０４へ移行する。ステップＳ１０３において、適用可能な第５のＰＵＣＣＨフ
ォーマットを用いて衝突している全てのＣＳＩを報告可能である場合（Ｓ１０３－Ｙｅｓ
）にステップＳ１０５へ移行し、報告可能でない場合（Ｓ１０３－Ｎｏ）にステップＳ１
０４へ移行する。ステップＳ１０４において、端末装置１は適用可能なＰＵＣＣＨフォー
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マットを用いて報告可能となるまで、後述する所定のルールに基づいて優先度の低いＣＳ
Ｉの報告をドロップする。ステップＳ１０５において、端末装置１は適用可能なＰＵＣＣ
Ｈフォーマットを用いてドロップしていない全てのＣＳＩを報告する。
【０２０２】
　ただし、端末装置１は、あるサービングセルにおいて、ＣＳＩプロセスを複数設定可能
な送信モード（例えば送信モード１０）が設定されており、あるサブフレームにおいて、
あるＣＳＩプロセスに関連付けられたＣＳＩの報告（ＲＩの報告であってもよい）と、該
ＣＳＩプロセスと同一のＲＩ参照用ＣＳＩプロセスが設定されているＣＳＩプロセスに関
連付けられたＣＳＩの報告（ＲＩの報告であってもよい）が衝突している場合、いずれか
１つのＣＳＩの報告を最も優先度の低いものとしてドロップしてよい。例えば、ドロップ
するＣＳＩの報告は、ＲＩ参照用ＣＳＩプロセスが設定されているＣＳＩプロセスに関連
付けられたＣＳＩの報告としてよい。
【０２０３】
　図６は、複数のＣＳＩの報告が衝突した場合のドロップのルールの一例を説明するため
の図である。図６では、あるサービングセルにおいて送信モード１０が設定されている端
末装置１が、当該サービングセルの第１のＣＳＩプロセスに対する第１のＲＩの報告と第
１のＣＱＩの報告を行ない、当該サービングセルの第２のＣＳＩプロセスに対する第２の
ＲＩの報告と第２のＣＱＩの報告を行なう場合を示している。ここで、サブフレーム番号
２およびサブフレーム番号２２において第１のＣＳＩプロセスの第１のＲＩの報告と第２
のＣＳＩプロセスの第２のＲＩの報告が衝突しているものとする。
【０２０４】
　端末装置１は、第１のＲＩの報告および第２のＲＩの報告について複数のＣＳＩを同時
に報告可能なＰＵＣＣＨフォーマットを適用できない場合、サブフレーム番号２およびサ
ブフレーム番号２２において第１のＲＩの報告あるいは第２のＲＩの報告のいずれかをド
ロップする。ドロップするＲＩの報告の選択は後述するルールに従ってよい。
【０２０５】
　端末装置１は、第１のＲＩの報告および第２のＲＩの報告について複数のＣＳＩを同時
に報告可能なＰＵＣＣＨフォーマットを適用できる場合に次のように処理してよい。端末
装置１は、第１のＣＳＩプロセスが第２のＣＳＩプロセスに対するＲＩ参照ＣＳＩプロセ
スである場合、第１のＲＩの報告に対して衝突している第２のＲＩの報告をドロップして
よい。この場合、第２のＣＳＩプロセスのサブフレーム番号６における第２のＣＱＩは、
第１のＣＳＩプロセスのサブフレーム番号２で報告される第１のＲＩに基づいて計算され
てもよく、第２のＣＳＩプロセスのサブフレーム番号２６における第２のＣＱＩは、第１
のＣＳＩプロセスのサブフレーム番号２２で報告される第１のＲＩに基づいて計算されて
もよい。端末装置１は、第１のＣＳＩプロセスが第２のＣＳＩプロセスに対するＲＩ参照
ＣＳＩプロセスでない場合、複数のＣＳＩを同時に報告可能なＰＵＣＣＨフォーマットを
適用して、第１のＲＩと第２のＲＩの両方を報告してよい。
【０２０６】
　図７は、ＣＳＩプロセスを複数設定可能な送信モード（例えば送信モード１０）が設定
されており、複数のＣＳＩを同時に報告可能なフォーマット（例えば、第５のＰＵＣＣＨ
フォーマット）を使用可能な状態で、複数のＣＳＩの報告が衝突している場合の端末装置
１の動作の一例を示すフロー図である。図７のフロー図の動作は、例えば図５のステップ
Ｓ１０３の直前（すなわちステップＳ１０１－ＹｅｓとステップＳ１０３の間、および／
または、ステップＳ１０２－ＹｅｓとステップＳ１０３の間）に加えてもよい。ただし、
図７における第１のＣＳＩの報告と第２のＣＳＩの報告は、それぞれ第１のＲＩの報告と
第２のＲＩの報告としてもよい。
【０２０７】
　ステップＳ２０１において、第１のＣＳＩプロセスにおける第１のＣＳＩの報告と第２
のＣＳＩプロセスにおける第２のＣＳＩの報告とが衝突している場合（Ｓ２０１－Ｙｅｓ
）、ステップＳ２０２に進み、衝突していない場合（Ｓ２０１－Ｎｏ）、動作を終了する
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。ただし、ステップＳ２０１における第１のＣＳＩの報告と第２のＣＳＩの報告は、衝突
している全てのＣＳＩの報告に適用されることが望ましい。ステップＳ２０２において、
第１のＣＳＩプロセスが第２のＣＳＩプロセスのＲＩ参照ＣＳＩプロセスである場合（Ｓ
２０２－Ｙｅｓ）、ステップＳ２０３に進み、第１のＣＳＩプロセスが第２のＣＳＩプロ
セスのＲＩ参照ＣＳＩプロセスでない場合（Ｓ２０２－Ｎｏ）、ステップＳ２０４に進む
。ステップＳ２０３において、第１のＣＳＩプロセスをＲＩ参照ＣＳＩプロセスに設定し
ている第２のＣＳＩプロセスにおける第２のＣＳＩの報告をドロップし、動作を終了する
。ステップＳ２０４において、第２のＣＳＩプロセスの第２のＣＳＩの報告をドロップせ
ずに動作を終了する。
【０２０８】
　このように、複数のＣＳＩを同時に報告可能なフォーマット（例えば、第５のＰＵＣＣ
Ｈフォーマット）を使用可能な状態においても、他のＣＳＩプロセスをＲＩ参照ＣＳＩプ
ロセスに設定しているＣＳＩプロセスのＣＳＩの報告をドロップすることにより報告に使
用するＰＵＣＣＨのリソースを節約することができる。
【０２０９】
　ただし、以上の説明では、ＲＩ参照ＣＳＩプロセスを設定しているＣＳＩプロセスにお
けるＣＳＩの報告が、参照先のＣＳＩプロセスにおけるＣＳＩの報告と衝突している場合
にドロップする動作を示したが、他のＣＳＩプロセスをＲＩ参照ＣＳＩプロセスに設定し
ているＣＳＩプロセスにおけるＣＳＩの報告が、任意のＣＳＩの報告と衝突している場合
にドロップするように端末装置１が動作してもよい。
【０２１０】
　以下、本実施形態において複数のＣＳＩの報告が衝突した場合の優先度のルールについ
て説明する。
【０２１１】
　端末装置１は、あるサービングセルの報告タイプ３、５または６のＣＳＩの報告と同じ
サービングセルの報告タイプ１、１ａ、２、２ａ、２ｂ、２ｃまたは４のＣＳＩの報告が
衝突し、かつ、適用可能なＰＵＣＣＨフォーマットで衝突した全てのＣＳＩを同時に報告
できない場合には、後者（報告タイプ１、１ａ、２、２ａ、２ｂ、２ｃまたは４）のＣＳ
Ｉの報告を低い優先度の報告タイプのＣＳＩの報告とする。
【０２１２】
　端末装置１は、あるサービングセルにおいて、ＣＳＩプロセスを複数設定可能な送信モ
ード（例えば送信モード１０）が設定されており、優先度が同じ報告タイプでありかつ異
なるＣＳＩプロセスである複数のＣＳＩの報告が衝突し、適用可能なＰＵＣＣＨフォーマ
ットで衝突した全てのＣＳＩを同時に報告できない場合には、ＣＳＩプロセスインデック
スの大きいＣＳＩプロセスのＣＳＩを低い優先度のＣＳＩプロセスのＣＳＩの報告とする
。
【０２１３】
　端末装置１は、あるサービングセルにおいて、ＣＳＩプロセスを１つ設定可能な送信モ
ード（例えば送信モード１～９）が設定され、上位層のパラメータによってＣＳＩサブフ
レームセット０とＣＳＩサブフレームセット１が設定されており、同じサービングセルで
同じ優先度である報告タイプのＣＳＩの報告が衝突し、かつ、適用可能なＰＵＣＣＨフォ
ーマットで衝突した全てのＣＳＩを同時に報告できない場合に、ＣＳＩサブフレームセッ
ト１のＣＳＩの報告を低い優先度のサブフレームセットのＣＳＩの報告とする。
【０２１４】
　端末装置１は、あるサービングセルにおいて、ＣＳＩプロセスを複数設定可能な送信モ
ード（例えば送信モード１０）が設定され、上位層のパラメータによってＣＳＩサブフレ
ームセット０とＣＳＩサブフレームセット１が設定されており、同じサービングセルで同
じ優先度である報告タイプかつＣＳＩプロセスインデックスが同一であるＣＳＩの報告が
衝突し、かつ、適用可能なＰＵＣＣＨフォーマットで衝突した全てのＣＳＩを同時に報告
できない場合に、ＣＳＩサブフレームセット１のＣＳＩの報告を低い優先度のサブフレー
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ムセットのＣＳＩの報告とする。
【０２１５】
　端末装置１において複数のサービングセルが設定されており、かつ、１つのサービング
サービングセルに対するＣＳＩのみを報告可能なＰＵＣＣＨフォーマットが適用される場
合、端末装置１は、サブフレーム当り１つのサービングセルのみのＣＳＩの報告を送信す
る。あるサブフレームにおいて、あるサービングセルの報告タイプ３、５、６または２ａ
のＣＳＩの報告と別のサービングセルの報告タイプ１、１ａ、２、２ｂ、２ｃまたは４の
ＣＳＩの報告が衝突し、かつ、適用可能なＰＵＣＣＨフォーマットで衝突した全てのＣＳ
Ｉを同時に報告できない場合に、後者（報告タイプ１、１ａ、２、２ｂ、２ｃまたは４）
のＣＳＩの報告を低い優先度の報告タイプのＣＳＩの報告とする。あるサブフレームにお
いて、あるサービングセルの報告タイプ２、２ｂ、２ｃ、または４のＣＳＩの報告と別の
サービングセルの報告タイプ１または１ａのＣＳＩの報告が衝突し、かつ、適用可能なＰ
ＵＣＣＨフォーマットで衝突した全てのＣＳＩを同時に報告できない場合に、後者（報告
タイプ１または１ａ）のＣＳＩの報告を低い優先度の報告タイプのＣＳＩの報告とする。
【０２１６】
　端末装置１は、あるサブフレームの複数のサービングセルにおいて、ＣＳＩプロセスを
１つ設定可能な送信モード（例えば送信モード１～９）が設定され、異なるサービングセ
ルで同じ優先度である報告タイプのＣＳＩの報告が衝突し、かつ、適用可能なＰＵＣＣＨ
フォーマットで衝突した全てのＣＳＩを同時に報告できない場合に、上位層で設定される
セルインデックスの大きいサービングセルのＣＳＩの報告を低い優先度のサービングセル
のＣＳＩの報告とする。
【０２１７】
　端末装置１は、あるサブフレームの複数のサービングセルにおいて、ＣＳＩプロセスを
複数設定可能な送信モード（例えば送信モード１０）が設定され、異なるサービングセル
で同じ優先度である報告タイプかつＣＳＩプロセスインデックスが同一であるＣＳＩの報
告が衝突し、かつ、適用可能なＰＵＣＣＨフォーマットで衝突した全てのＣＳＩを同時に
報告できない場合に、上位層で設定されるセルインデックスの大きいサービングセルのＣ
ＳＩの報告を低い優先度のサービングセルのＣＳＩの報告とする。
【０２１８】
　端末装置１は、あるサブフレームの複数のサービングセルにおいて、ＣＳＩプロセスを
複数設定可能な送信モード（例えば送信モード１０）が設定され、異なるサービングセル
で同じ優先度である報告タイプかつＣＳＩプロセスインデックスの異なるＣＳＩの報告が
衝突し、かつ、適用可能なＰＵＣＣＨフォーマットで衝突した全てのＣＳＩを同時に報告
できない場合に、ＣＳＩプロセスインデックスの大きいＣＳＩプロセスのＣＳＩを伴うサ
ービングセルのＣＳＩの報告を低い優先度のサービングセルのＣＳＩの報告とする。
【０２１９】
　端末装置１は、あるサブフレームにおいて、ＣＳＩプロセスを１つ設定可能な送信モー
ド（例えば送信モード１～９）が設定されたサービングセルのＣＳＩの報告とＣＳＩプロ
セスを複数設定可能な送信モード（例えば送信モード１０）が設定された異なるサービン
グセルのＣＳＩの報告が衝突し、これらのサービングセルのＣＳＩの報告タイプの優先度
が同一であり、かつ、適用可能なＰＵＣＣＨフォーマットで衝突した全てのＣＳＩを同時
に報告できない場合に、後者のサービングセルのＣＳＩプロセスインデックスが１よりも
大きいＣＳＩの報告について、ＣＳＩプロセスインデックスの大きいＣＳＩプロセスのＣ
ＳＩの報告をより低い優先度のＣＳＩプロセスのＣＳＩの報告とする。
【０２２０】
　また、端末装置１は、あるサブフレームにおいて、ＣＳＩプロセスを１つ設定可能な送
信モード（例えば送信モード１～９）が設定されたサービングセルのＣＳＩの報告とＣＳ
Ｉプロセスを複数設定可能な送信モード（例えば送信モード１０）が設定された異なるサ
ービングセルのＣＳＩプロセスインデックスが１であるＣＳＩプロセスのＣＳＩの報告が
衝突し、かつ、これらのサービングセルのＣＳＩの報告タイプの優先度が同一である場合



(39) JP WO2017/006904 A1 2017.1.12

10

20

30

40

50

に、上位層で設定されたセルインデックスが大きいサービングセルのＣＳＩの報告を低い
優先度のサービングセルのＣＳＩの報告とする。
【０２２１】
　端末装置１は、複数のＣＳＩの報告が衝突しており、適用されるＰＵＣＣＨフォーマッ
トで衝突している全てのＣＳＩを同時に報告できない場合には、以上に示したルールによ
り、優先度のより低いＣＳＩの報告をドロップする。優先度の低いものからドロップし、
適用されるＰＵＣＣＨフォーマットで、残りのドロップされていないＣＳＩの報告を同時
に報告できるようになった時点で、ドロップ処理を終了し、ＣＳＩ報告処理を行なうよう
に処理してよい。
【０２２２】
　ただし、前述したように、衝突している複数のＣＳＩの報告の少なくとも一部に、ＲＩ
参照ＣＳＩプロセスを設定しているＣＳＩプロセスにおけるＣＳＩの報告と、参照先のＣ
ＳＩプロセスにおけるＣＳＩの報告と、が含まれている場合には、適用されるＰＵＣＣＨ
フォーマットで同時に報告可能か否かに依らず、ＲＩ参照ＣＳＩプロセスを設定している
ＣＳＩプロセスにおけるＣＳＩの報告をドロップしてもよい。
【０２２３】
　以上、上りリンク制御情報の送信に関連する方法／処理について、図面を参照して記述
してきたが、具体的な構成は上述の記載に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱
しない範囲の設計変更等も含まれる。また、本実施形態は、上述に記載の方法／処理を適
宜組み合わせて得られる実施形態についても本発明の技術的範囲に含まれる。
【０２２４】
　以下、本実施形態における装置の構成について説明する。
【０２２５】
　図８は、本実施形態の端末装置１の構成を示す概略ブロック図である。図示するように
、端末装置１は、上位層処理部１０１、制御部１０３、受信部１０５、送信部１０７と送
受信アンテナ１０９を含んで構成される。また、上位層処理部１０１は、無線リソース制
御部１０１１、スケジューリング情報解釈部１０１３、および、チャネル状態情報（ＣＳ
Ｉ）報告制御部１０１５を含んで構成される。また、受信部１０５は、復号化部１０５１
、復調部１０５３、多重分離部１０５５、無線受信部１０５７と測定部１０５９を含んで
構成される。また、送信部１０７は、符号化部１０７１、変調部１０７３、多重部１０７
５、無線送信部１０７７と上りリンク参照信号生成部１０７９を含んで構成される。
【０２２６】
　上位層処理部１０１は、ユーザの操作等により生成された上りリンクデータ（トランス
ポートブロック）を、送信部１０７に出力する。また、上位層処理部１０１は、媒体アク
セス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケットデータ統合プロトコル（Packet D
ata Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制御（Radio Link Control: RLC）層
、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）層の処理を行なう。
【０２２７】
　上位層処理部１０１が備える無線リソース制御部１０１１は、自装置の各種設定情報の
管理をする。また、無線リソース制御部１０１１は、上りリンクの各チャネルに配置され
る情報を生成し、送信部１０７に出力する。
【０２２８】
　上位層処理部１０１が備えるスケジューリング情報解釈部１０１３は、受信部１０５を
介して受信したＤＣＩフォーマット（スケジューリング情報）の解釈をし、前記ＤＣＩフ
ォーマットを解釈した結果に基づき、受信部１０５、および送信部１０７の制御を行なう
ために制御情報を生成し、制御部１０３に出力する。
【０２２９】
　ＣＳＩ報告制御部１０１５は、測定部１０５９に、ＣＳＩ参照リソースに関連するチャ
ネル状態情報（ＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩ）を導き出すよう指示する。ＣＳＩ報告制御部１０
１５は、送信部１０７に、ＲＩ／ＰＭＩ／ＣＱＩを送信するよう指示をする。ＣＳＩ報告
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制御部１０１５は、測定部１０５９がＣＱＩを算出する際に用いる設定をセットする。
【０２３０】
　制御部１０３は、上位層処理部１０１からの制御情報に基づいて、受信部１０５、およ
び送信部１０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部１０３は、生成した制御信号
を受信部１０５、および送信部１０７に出力して受信部１０５、および送信部１０７の制
御を行なう。
【０２３１】
　受信部１０５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ１０
９を介して基地局装置３から受信した受信信号を、分離、復調、復号し、復号した情報を
上位層処理部１０１に出力する。
【０２３２】
　無線受信部１０５７は、送受信アンテナ１０９を介して受信した下りリンクの信号を、
中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）、不要な周波数成分を除去し、
信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、受信した信号の同相成分およ
び直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナログ信号をディジタル信号に変
換する。無線受信部１０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guar
d Interval: GI）に相当する部分を除去し、ガードインターバルを除去した信号に対して
高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数領域の信号を抽出す
る。
【０２３３】
　多重分離部１０５５は、抽出した信号をＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣＨ、ＰＤ
ＳＣＨ、および下りリンク参照信号に、それぞれ分離する。また、多重分離部１０５５は
、測定部１０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤ
ＣＣＨ、およびＰＤＳＣＨの伝搬路の補償を行なう。また、多重分離部１０５５は、分離
した下りリンク参照信号を測定部１０５９に出力する。
【０２３４】
　復調部１０５３は、ＰＨＩＣＨに対して対応する符号を乗算して合成し、合成した信号
に対してＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）変調方式の復調を行ない、復号化部１
０５１へ出力する。復号化部１０５１は、自装置宛てのＰＨＩＣＨを復号し、復号したＨ
ＡＲＱインディケータを上位層処理部１０１に出力する。復調部１０５３は、ＰＤＣＣＨ
および／またはＥＰＤＣＣＨに対して、ＱＰＳＫ変調方式の復調を行ない、復号化部１０
５１へ出力する。復号化部１０５１は、ＰＤＣＣＨおよび／またはＥＰＤＣＣＨの復号を
試み、復号に成功した場合、復号した下りリンク制御情報と下りリンク制御情報が対応す
るＲＮＴＩとを上位層処理部１０１に出力する。
【０２３５】
　復調部１０５３は、ＰＤＳＣＨに対して、ＱＰＳＫ（Quadrature Phase Shift Keying
）、１６ＱＡＭ（Quadrature Amplitude Modulation）、６４ＱＡＭ等の下りリンクグラ
ントで通知された変調方式の復調を行ない、復号化部１０５１へ出力する。復号化部１０
５１は、下りリンク制御情報で通知された符号化率に関する情報に基づいて復号を行い、
復号した下りリンクデータ（トランスポートブロック）を上位層処理部１０１へ出力する
。
【０２３６】
　測定部１０５９は、多重分離部１０５５から入力された下りリンク参照信号から、下り
リンクのパスロスの測定、チャネル測定、および／または、干渉測定を行う。測定部１０
５９は、測定結果に基づいて算出したＣＳＩ、および、測定結果を上位層処理部１０１へ
出力する。また、測定部１０５９は、下りリンク参照信号から下りリンクの伝搬路の推定
値を算出し、多重分離部１０５５へ出力する。
【０２３７】
　送信部１０７は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、上りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部１０１から入力された上りリンクデータ（トランスポートブロッ
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ク）を符号化および変調し、ＰＵＣＣＨ、ＰＵＳＣＨ、および生成した上りリンク参照信
号を多重し、送受信アンテナ１０９を介して基地局装置３に送信する。
【０２３８】
　符号化部１０７１は、上位層処理部１０１から入力された上りリンク制御情報、および
、上りリンクデータを符号化する。変調部１０７３は、符号化部１０７１から入力された
符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等の変調方式で変調する。
【０２３９】
　上りリンク参照信号生成部１０７９は、基地局装置３を識別するための物理セル識別子
（physical cell identity: PCI、Cell IDなどと称する。）、上りリンク参照信号を配置
する帯域幅、上りリンクグラントで通知されたサイクリックシフト、ＤＭＲＳシーケンス
の生成に対するパラメータの値などを基に、予め定められた規則（式）で求まる系列を生
成する。
【０２４０】
　多重部１０７５は、ＰＵＳＣＨのスケジューリングに用いられる情報に基づき、空間多
重されるＰＵＳＣＨのレイヤーの数を決定し、ＭＩＭＯ　ＳＭ（Multiple Input Multipl
e Output Spatial Multiplexing）を用いることにより同一のＰＵＳＣＨで送信される複
数の上りリンクデータを、複数のレイヤーにマッピングし、このレイヤーに対してプレコ
ーディング（precoding）を行なう。
【０２４１】
　多重部１０７５は、制御部１０３から入力された制御信号に従って、ＰＵＳＣＨの変調
シンボルを離散フーリエ変換（Discrete Fourier Transform: DFT）する。また、多重部
１０７５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生成した上りリンク参照信号を送信アンテ
ナポート毎に多重する。つまり、多重部１０７５は、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの信号と生
成した上りリンク参照信号を送信アンテナポート毎にリソースエレメントに配置する。
【０２４２】
　無線送信部１０７７は、多重された信号を逆高速フーリエ変換（Inverse Fast Fourier
 Transform: IFFT）して、ＳＣ－ＦＤＭＡ方式の変調を行い、ＳＣ－ＦＤＭＡ変調された
ＳＣ－ＦＤＭＡシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号
を生成し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中
間周波数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分
を除去し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）
し、余分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ１０９に出力して送信する
。
【０２４３】
　図９は、本実施形態の基地局装置３の構成を示す概略ブロック図である。図示するよう
に、基地局装置３は、上位層処理部３０１、制御部３０３、受信部３０５、送信部３０７
、および、送受信アンテナ３０９、を含んで構成される。また、上位層処理部３０１は、
無線リソース制御部３０１１、スケジューリング部３０１３、および、ＣＳＩ報告制御部
３０１５を含んで構成される。また、受信部３０５は、復号化部３０５１、復調部３０５
３、多重分離部３０５５、無線受信部３０５７と測定部３０５９を含んで構成される。ま
た、送信部３０７は、符号化部３０７１、変調部３０７３、多重部３０７５、無線送信部
３０７７と下りリンク参照信号生成部３０７９を含んで構成される。
【０２４４】
　上位層処理部３０１は、媒体アクセス制御（MAC: Medium Access Control）層、パケッ
トデータ統合プロトコル（Packet Data Convergence Protocol: PDCP）層、無線リンク制
御（Radio Link Control: RLC）層、無線リソース制御（Radio Resource Control: RRC）
層の処理を行なう。また、上位層処理部３０１は、受信部３０５、および送信部３０７の
制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。
【０２４５】
　上位層処理部３０１が備える無線リソース制御部３０１１は、下りリンクのＰＤＳＣＨ
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に配置される下りリンクデータ（トランスポートブロック）、システムインフォメーショ
ン、ＲＲＣメッセージ、ＭＡＣ　ＣＥ（Control Element）などを生成し、又は上位ノー
ドから取得し、送信部３０７に出力する。また、無線リソース制御部３０１１は、端末装
置１各々の各種設定情報の管理をする。
【０２４６】
　上位層処理部３０１が備えるスケジューリング部３０１３は、受信したＣＳＩおよび測
定部３０５９から入力された伝搬路の推定値やチャネルの品質などから、物理チャネル（
ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）を割り当てる周波数およびサブフレーム、物理チャネル（
ＰＤＳＣＨおよびＰＵＳＣＨ）の符号化率および変調方式および送信電力などを決定する
。スケジューリング部３０１３は、スケジューリング結果に基づき、受信部３０５、およ
び送信部３０７の制御を行なうために制御情報を生成し、制御部３０３に出力する。スケ
ジューリング部３０１３は、スケジューリング結果に基づき、物理チャネル（ＰＤＳＣＨ
およびＰＵＳＣＨ）のスケジューリングに用いられる情報（例えば、ＤＣＩフォーマット
）を生成する。
【０２４７】
　上位層処理部３０１が備えるＣＳＩ報告制御部３０１５は、端末装置１のＣＳＩ報告を
制御する。ＣＳＩ報告制御部３０１５は、端末装置１がＣＳＩ参照リソースにおいてＲＩ
／ＰＭＩ／ＣＱＩを導き出すために想定する、各種設定を示す情報を、送信部３０７を介
して、端末装置１に送信する。
【０２４８】
　制御部３０３は、上位層処理部３０１からの制御情報に基づいて、受信部３０５、およ
び送信部３０７の制御を行なう制御信号を生成する。制御部３０３は、生成した制御信号
を受信部３０５、および送信部３０７に出力して受信部３０５、および送信部３０７の制
御を行なう。
【０２４９】
　受信部３０５は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、送受信アンテナ３０
９を介して端末装置１から受信した受信信号を分離、復調、復号し、復号した情報を上位
層処理部３０１に出力する。無線受信部３０５７は、送受信アンテナ３０９を介して受信
された上りリンクの信号を、中間周波数に変換し（ダウンコンバート: down covert）、
不要な周波数成分を除去し、信号レベルが適切に維持されるように増幅レベルを制御し、
受信された信号の同相成分および直交成分に基づいて、直交復調し、直交復調されたアナ
ログ信号をディジタル信号に変換する。
【０２５０】
　無線受信部３０５７は、変換したディジタル信号からガードインターバル（Guard Inte
rval: GI）に相当する部分を除去する。無線受信部３０５７は、ガードインターバルを除
去した信号に対して高速フーリエ変換（Fast Fourier Transform: FFT）を行い、周波数
領域の信号を抽出し多重分離部３０５５に出力する。
【０２５１】
　多重分離部１０５５は、無線受信部３０５７から入力された信号をＰＵＣＣＨ、ＰＵＳ
ＣＨ、上りリンク参照信号などの信号に分離する。尚、この分離は、予め基地局装置３が
無線リソース制御部３０１１で決定し、各端末装置１に通知した上りリンクグラントに含
まれる無線リソースの割り当て情報に基づいて行なわれる。また、多重分離部３０５５は
、測定部３０５９から入力された伝搬路の推定値から、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの伝搬路
の補償を行なう。また、多重分離部３０５５は、分離した上りリンク参照信号を測定部３
０５９に出力する。
【０２５２】
　復調部３０５３は、ＰＵＳＣＨを逆離散フーリエ変換（Inverse Discrete Fourier Tra
nsform: IDFT）し、変調シンボルを取得し、ＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの変調シンボルそれ
ぞれに対して、ＢＰＳＫ（Binary Phase Shift Keying）、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４
ＱＡＭ等の予め定められた、または自装置が端末装置１各々に上りリンクグラントで予め
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通知した変調方式を用いて受信信号の復調を行なう。復調部３０５３は、端末装置１各々
に上りリンクグラントで予め通知した空間多重される系列の数と、この系列に対して行な
うプリコーディングを指示する情報に基づいて、ＭＩＭＯ　ＳＭを用いることにより同一
のＰＵＳＣＨで送信された複数の上りリンクデータの変調シンボルを分離する。
【０２５３】
　復号化部３０５１は、復調されたＰＵＣＣＨとＰＵＳＣＨの符号化ビットを、予め定め
られた符号化方式の、予め定められた、又は自装置が端末装置１に上りリンクグラントで
予め通知した符号化率で復号を行ない、復号した上りリンクデータと、上りリンク制御情
報を上位層処理部１０１へ出力する。ＰＵＳＣＨが再送信の場合は、復号化部３０５１は
、上位層処理部３０１から入力されるＨＡＲＱバッファに保持している符号化ビットと、
復調された符号化ビットを用いて復号を行なう。測定部３０９は、多重分離部３０５５か
ら入力された上りリンク参照信号から伝搬路の推定値、チャネルの品質などを測定し、多
重分離部３０５５および上位層処理部３０１に出力する。
【０２５４】
　送信部３０７は、制御部３０３から入力された制御信号に従って、下りリンク参照信号
を生成し、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下りリンク制御
情報、下りリンクデータを符号化、および変調し、ＰＨＩＣＨ、ＰＤＣＣＨ、ＥＰＤＣＣ
Ｈ、ＰＤＳＣＨ、および下りリンク参照信号を多重して、送受信アンテナ３０９を介して
端末装置１に信号を送信する。
【０２５５】
　符号化部３０７１は、上位層処理部３０１から入力されたＨＡＲＱインディケータ、下
りリンク制御情報、および下りリンクデータを符号化する。変調部３０７３は、符号化部
３０７１から入力された符号化ビットをＢＰＳＫ、ＱＰＳＫ、１６ＱＡＭ、６４ＱＡＭ等
の変調方式で変調する。
【０２５６】
　下りリンク参照信号生成部３０７９は、基地局装置３を識別するための物理セル識別子
（ＰＣＩ）などを基に予め定められた規則で求まる、端末装置１が既知の系列を下りリン
ク参照信号として生成する。
【０２５７】
　多重部３０７５は、空間多重されるＰＤＳＣＨのレイヤーの数に応じて、１つのＰＵＳ
ＣＨで送信される１つまたは複数の下りリンクデータを、１つまたは複数のレイヤーにマ
ッピングし、該１つまたは複数のレイヤーに対してプレコーディング（precoding）を行
なう。多重部３７５は、下りリンク物理チャネルの信号と下りリンク参照信号を送信アン
テナポート毎に多重する。多重部３７５は、送信アンテナポート毎に、下りリンク物理チ
ャネルの信号と下りリンク参照信号をリソースエレメントに配置する。
【０２５８】
　無線送信部３０７７は、多重された変調シンボルなどを逆高速フーリエ変換（Inverse 
Fast Fourier Transform: IFFT）して、ＯＦＤＭ方式の変調を行い、ＯＦＤＭ変調された
ＯＦＤＭシンボルにガードインターバルを付加し、ベースバンドのディジタル信号を生成
し、ベースバンドのディジタル信号をアナログ信号に変換し、アナログ信号から中間周波
数の同相成分および直交成分を生成し、中間周波数帯域に対する余分な周波数成分を除去
し、中間周波数の信号を高周波数の信号に変換（アップコンバート: up convert）し、余
分な周波数成分を除去し、電力増幅し、送受信アンテナ３０９に出力して送信する。
【０２５９】
　（１）より具体的には、本発明の第１の態様における端末装置１は、第１のチャネル状
態情報（ＣＳＩ）プロセスに関する第１のランク指標（ＲＩ）を報告し、第２のＣＳＩプ
ロセスに関する第２のＲＩを報告する送信部１０７を備え、あるサブフレームにおいて前
記第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩの報告が衝突し、かつ、前記第１のＲＩと前記第２
のＲＩが第１のフォーマットを使用した同一の物理上りリンク制御チャネルで報告され、
かつ、前記第１のＣＳＩプロセスが前記第２のＣＳＩプロセスに対するＲＩ参照ＣＳＩプ
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ロセス（RI-reference CSI process）でない場合には、前記第１のＲＩと前記第２のＲＩ
が報告され、あるサブフレームにおいて前記第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩの報告が
衝突し、かつ、前記第１のＲＩと前記第２のＲＩが前記第１のフォーマットを使用した同
一の物理上りリンク制御チャネルで報告され、かつ、前記第１のＣＳＩプロセスが前記第
２のＣＳＩプロセスに対するＲＩ参照ＣＳＩプロセスである場合には、前記第１のＲＩの
報告と前記第２のＲＩの報告のいずれか１つがドロップされる端末装置１であってよい。
【０２６０】
　（２）上記の第１の態様において、あるサブフレームにおいて前記第１のフォーマット
を使用した物理上りリンク制御チャネルでの前記第１のＲＩの報告と前記第１のフォーマ
ットを使用した物理上りリンク制御チャネルでの前記第２のＲＩの報告が衝突した場合に
は、前記第１のＲＩと前記第２のＲＩが第１のフォーマットを使用した同一の物理上りリ
ンク制御チャネルで報告され、あるサブフレームにおいて前記第１のフォーマットを使用
した物理上りリンク制御チャネルでの前記第１のＲＩの報告と第２のフォーマットを使用
した物理上りリンク制御チャネルでの前記第２のＲＩの報告が衝突した場合には、前記第
１のＲＩと前記第２のＲＩが第１のフォーマットを使用した同一の物理上りリンク制御チ
ャネルで報告され、あるサブフレームにおいて前記第２のフォーマットを使用した物理上
りリンク制御チャネルでの前記第１のＲＩの報告と前記第２のフォーマットを使用した物
理上りリンク制御チャネルでの前記第２のＲＩの報告が衝突した場合には、前記第１のＲ
Ｉの報告と前記第２のＲＩの報告のいずれか１つがドロップされてもよい。
【０２６１】
　（３）上記の第１の態様において、あるサブフレームにおいて第２のフォーマットを使
用した物理上りリンク制御チャネルでの前記第１のＲＩの報告と前記第２のフォーマット
を使用した物理上りリンク制御チャネルでの前記第２のＲＩの報告が衝突し、かつ、前記
第１のフォーマットが使用される物理上りリンク制御チャネルが設定されている場合には
、前記第１のＲＩと前記第２のＲＩが第１のフォーマットを使用した同一の物理上りリン
ク制御チャネルで報告され、あるサブフレームにおいて第２のフォーマットを使用した物
理上りリンク制御チャネルでの前記第１のＲＩの報告と前記第２のフォーマットを使用し
た物理上りリンク制御チャネルでの前記第２のＲＩの報告が衝突し、かつ、前記第１のフ
ォーマットが使用される物理上りリンク制御チャネルが設定されていない場合には、前記
第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩの報告のいずれか１つがドロップされてもよい。
【０２６２】
　（４）上記の第１の態様において、前記第１のフォーマットは、所定の数のＣＳＩレポ
ートのためのＰＵＣＣＨフォーマット（例えば、第５のＰＵＣＣＨフォーマット）であり
、前記第２のフォーマットは、１つのＣＳＩレポートのためのＰＵＣＣＨフォーマット（
例えば、第３のＰＵＣＣＨフォーマット）であってよい。
【０２６３】
　（５）上記の第２の態様における基地局装置３は、端末装置１から第１のチャネル状態
情報（ＣＳＩ）プロセスに関する第１のランク指標（ＲＩ）の報告を受信し、前記端末装
置１から第２のＣＳＩプロセスに関する第２のＲＩの報告を受信する受信部３０５を備え
、あるサブフレームにおいて前記第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩの報告が衝突し、か
つ、前記第１のＲＩと前記第２のＲＩが第１のフォーマットを使用した同一の物理上りリ
ンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で報告され、かつ、前記第１のＣＳＩプロセスが前記第
２のＣＳＩプロセスに対するＲＩ参照ＣＳＩプロセス（RI-reference CSI process）でな
い場合には、前記第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩの報告の両方を受信し、あるサブフ
レームにおいて前記第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩの報告が衝突し、かつ、前記第１
のＲＩと前記第２のＲＩが前記第１のフォーマットを使用した同一の物理上りリンク制御
チャネル（ＰＵＣＣＨ）で報告され、かつ、前記第１のＣＳＩプロセスが前記第２のＣＳ
Ｉプロセスに対するＲＩ参照ＣＳＩプロセスである場合には、前記第１のＲＩの報告と前
記第２のＲＩの報告のいずれか１つを受信する基地局装置３であってよい。
【０２６４】
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　（６）上記の第２の態様において、あるサブフレームにおいて前記第１のフォーマット
を使用した物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）での前記第１のＲＩの報告と前記
第１のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）での前記第２
のＲＩの報告が衝突した場合には、前記第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩの報告を第１
のフォーマットを使用した同一の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で受信し、
あるサブフレームにおいて前記第１のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネ
ル（ＰＵＣＣＨ）での前記第１のＲＩの報告と第２のフォーマットを使用した物理上りリ
ンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）での前記第２のＲＩの報告が衝突した場合には、前記第
１のＲＩの報告と前記第２のＲＩの報告を第１のフォーマットを使用した同一の物理上り
リンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で受信し、あるサブフレームにおいて前記第２のフォ
ーマットを使用した物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）での前記第１のＲＩの報
告と前記第２のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）での
前記第２のＲＩの報告が衝突した場合には、前記第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩの報
告のいずれか１つを受信してもよい。
【０２６５】
　（７）上記の第２の態様において、あるサブフレームにおいて第２のフォーマットを使
用した物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）での前記第１のＲＩの報告と前記第２
のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）での前記第２のＲ
Ｉの報告が衝突し、かつ、前記第１のフォーマットが使用される物理上りリンク制御チャ
ネル（ＰＵＣＣＨ）が設定されている場合には、前記第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩ
の報告を第１のフォーマットを使用した同一の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ
）で受信し、あるサブフレームにおいて第２のフォーマットを使用した物理上りリンク制
御チャネル（ＰＵＣＣＨ）での前記第１のＲＩの報告と前記第２のフォーマットを使用し
た物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）での前記第２のＲＩの報告が衝突し、かつ
、前記第１のフォーマットが使用される物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）が設
定されていない場合には、前記第１のＲＩの報告と前記第２のＲＩの報告のいずれか１つ
を受信してもよい。
【０２６６】
　（８）上記の第２の態様において、前記第１のフォーマットは、所定の数のＣＳＩレポ
ートのためのＰＵＣＣＨフォーマット（例えば、第５のＰＵＣＣＨフォーマット）であり
、前記第２のフォーマットは、１つのＣＳＩレポートのためのＰＵＣＣＨフォーマット（
例えば第３のＰＵＣＣＨフォーマット）であってもよい。
【０２６７】
　（９）本発明の第３の態様における端末装置１は、第１のサービングセルに対する複数
のＣＳＩプロセスに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）と、第２のサービングセルに対す
るチャネル状態情報を報告する送信部１０７を備え、前記第１のサービングセルに対する
複数のＣＳＩプロセスの内の一部に関する第１のチャネル状態情報は、第１のフォーマッ
トを使用した物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で報告され、前記第１のサービ
ングセルに対する複数のＣＳＩプロセスの内の残りに関する第２のチャネル状態情報は、
前記第１のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネルで報告され、あるサブフ
レームにおいて、前記第２のチャネル状態情報の報告と前記第２のサービングセルに対す
るチャネル状態情報の報告が衝突した場合には、前記第２のチャネル状態情報と前記第２
のサービングセルに対するチャネル状態情報は第２のフォーマットを使用した物理上りリ
ンク制御チャネルで報告される端末装置１であってよい。
【０２６８】
　（１０）上記の第３の態様において、あるサブフレームにおいて前記第２のチャネル状
態情報の報告と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報の報告が衝突し、前
記第２のフォーマットが使用される物理上りリンク制御チャネルが設定されている場合に
は、前記第２のチャネル状態情報と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報
は前記第２のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネルで報告されてよい。
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【０２６９】
　（１１）上記の第３の態様において、前記第２のフォーマットが使用される物理上りリ
ンク制御チャネルは、前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報の報告のため
の物理上りリンク制御チャネルであってよい。
【０２７０】
　（１２）上記の第３の態様において、前記第１のチャネル状態情報の報告、前記第２の
チャネル状態情報の報告、および、前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報
の報告のそれぞれは、ＲＲＣシグナリングを用いて設定されてよい。
【０２７１】
　（１３）上記の第３の態様において、前記第１のフォーマットは、１つのチャネル状態
情報の報告のためのＰＵＣＣＨフォーマット（例えば、第３のＰＵＣＣＨフォーマット）
であり、前記第２のフォーマットは、所定の数のチャネル状態情報の報告のためのＰＵＣ
ＣＨフォーマット（例えば、第５のＰＵＣＣＨフォーマット）であってよい。
【０２７２】
　（１４）本発明の第４の態様における端末装置１は、第１のフォーマットを用いる第１
の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のリソースを示す第１の情報（例えば、Ｄ
ＣＩ）、および、第２のフォーマットを用いる第２の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵ
ＣＣＨ）のリソースを示す第２の情報（例えば、ＤＣＩ）を受信する受信部１０５と、前
記第１の物理上りリンク制御チャネルで第１のサービングセルに対する複数のＣＳＩプロ
セスの内の一部に関する第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告し、前記第２の物理上
りリンク制御チャネルで前記第１のサービングセルに対する複数のＣＳＩプロセスの内の
残りに関する第２のチャネル状態情報を報告する送信部１０７と、を備え、あるサブフレ
ームにおいて、前記第１の物理上りリンク制御チャネルにおける前記第１のチャネル状態
情報の報告と前記第２の物理上りリンク制御チャネルにおける前記第２のチャネル状態情
報の報告が衝突している場合、前記第１のチャネル状態情報と前記第２のチャネル状態情
報は前記第２のフォーマットを用いる前記第２の物理上りリンク制御チャネルで報告され
る端末装置１であってよい。
【０２７３】
　（１５）本発明の第５の態様における端末装置１は、本実施形態における端末装置１は
、第１のフォーマットを用いる第１の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のリソ
ースを示す第１の情報（例えば、ＤＣＩ）、第１のフォーマットを用いる第２の物理上り
リンク制御チャネルのリソースを示す第２の情報（例えば、ＤＣＩ）、および、第２のフ
ォーマットを用いる第３の物理上りリンク制御チャネルのリソースを示す第３の情報（例
えば、ＤＣＩ）を受信する受信部１０５と、前記第１の物理上りリンク制御チャネルで第
１のサービングセルに対する複数のＣＳＩプロセスの内の一部に関する第１のチャネル状
態情報（ＣＳＩ）を報告し、前記第２の物理上りリンク制御チャネルで前記第１のサービ
ングセルに対する複数のＣＳＩプロセスの内の残りに関する第２のチャネル状態情報を報
告する送信部１０７と、を備え、あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情
報の報告と前記第２のチャネル状態情報の報告が衝突している場合、前記第１のチャネル
状態情報と前記第２のチャネル状態情報は前記第２のフォーマットを用いる前記第３の物
理上りリンク制御チャネルで報告される端末装置１であってよい。
【０２７４】
　（１６）本発明の第６の態様における基地局装置３は、第１のサービングセルに対する
複数のＣＳＩプロセスに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）の報告と、第２のサービング
セルに対するチャネル状態情報の報告を受信する受信部３０５を備え、前記第１のサービ
ングセルに対する複数のＣＳＩプロセスの内の一部に関する第１のチャネル状態情報は、
第１のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で報告され、
前記第１のサービングセルに対する複数のＣＳＩプロセスの内の残りに関する第２のチャ
ネル状態情報は、前記第１のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネルで報告
され、あるサブフレームにおいて、前記第２のチャネル状態情報の報告と前記第２のサー
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ビングセルに対するチャネル状態情報の報告が衝突した場合には、前記第２のチャネル状
態情報と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報は第２のフォーマットを使
用した物理上りリンク制御チャネルで報告される基地局装置３であってよい。
【０２７５】
　（１７）上記の第６の態様において、あるサブフレームにおいて前記第２のチャネル状
態情報の報告と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報の報告が衝突し、前
記第２のフォーマットが使用される物理上りリンク制御チャネルが設定されている場合に
は、前記第２のチャネル状態情報と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報
は前記第２のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネルで報告されてよい。
【０２７６】
　（１８）上記の第６の態様において、前記第２のフォーマットが使用される物理上りリ
ンク制御チャネルは、前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報の報告のため
の物理上りリンク制御チャネルであってよい。
【０２７７】
　（１９）上記の第６の態様において、前記第１のチャネル状態情報の報告、前記第２の
チャネル状態情報の報告、および、前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報
の報告のそれぞれは、ＲＲＣシグナリングを用いて設定されてよい。
【０２７８】
　（２０）上記の第６の態様において、前記第１のフォーマットは、１つのチャネル状態
情報の報告のためのＰＵＣＣＨフォーマット（例えば、第３のＰＵＣＣＨフォーマット）
であり、前記第２のフォーマットは、所定の数のチャネル状態情報の報告のためのＰＵＣ
ＣＨフォーマット（例えば、第５のＰＵＣＣＨフォーマット）であってよい。
【０２７９】
　（２１）本発明の第７の態様における基地局装置３は、第１のフォーマットを用いる第
１の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のリソースを示す第１の情報（例えば、
ＤＣＩ）、および、第２のフォーマットを用いる第２の物理上りリンク制御チャネルのリ
ソースを示す第２の情報（例えば、ＤＣＩ）を送信する送信部３０７と、前記第１の物理
上りリンク制御チャネルで第１のサービングセルに対する複数のＣＳＩプロセスの内の一
部に関する第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）の報告を受信し、前記第２の物理上りリン
ク制御チャネルで前記第１のサービングセルに対する複数のＣＳＩプロセスの内の残りに
関する第２のチャネル状態情報の報告を受信する受信部３０５と、を備え、あるサブフレ
ームにおいて、前記第１の物理上りリンク制御チャネルにおける前記第１のチャネル状態
情報の報告と前記第２の物理上りリンク制御チャネルにおける前記第２のチャネル状態情
報の報告が衝突している場合、前記第１のチャネル状態情報と前記第２のチャネル状態情
報は前記第２のフォーマットを用いる前記第２の物理上りリンク制御チャネルで報告され
る基地局装置３であってよい。
【０２８０】
　（２２）本発明の第８の態様における基地局装置３は、第１のフォーマットを用いる第
１の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のリソースを示す第１の情報（例えば、
ＤＣＩ）、第１のフォーマットを用いる第２の物理上りリンク制御チャネルのリソースを
示す第２の情報（例えば、ＤＣＩ）、および、第２のフォーマットを用いる第３の物理上
りリンク制御チャネルのリソースを示す第３の情報（例えば、ＤＣＩ）を送信する送信部
３０７と、前記第１の物理上りリンク制御チャネルで第１のサービングセルに対する複数
のＣＳＩプロセスの内の一部に関する第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）の報告を受信し
、前記第２の物理上りリンク制御チャネルで前記第１のサービングセルに対する複数のＣ
ＳＩプロセスの内の残りに関する第２のチャネル状態情報の報告を受信する受信部３０５
と、を備え、あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報の報告と前記第２
のチャネル状態情報の報告が衝突している場合、前記第１のチャネル状態情報と前記第２
のチャネル状態情報は前記第２のフォーマットを用いる前記第３の物理上りリンク制御チ
ャネルで報告される基地局装置３であってよい。
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【０２８１】
　（２３）本発明の第９の態様における端末装置１は、第１のサービングセルに対する複
数のサブフレームセットに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）と、第２のサービングセル
に対するチャネル状態情報を報告する送信部１０７を備え、前記第１のサービングセルに
対する複数のサブフレームセットの内の一部に関する第１のチャネル状態情報は、第１の
フォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で報告され、前記第
１のサービングセルに対する複数のサブフレームセットの内の残りに関する第２のチャネ
ル状態情報は、前記第１のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネルで報告さ
れ、あるサブフレームにおいて、前記第２のチャネル状態情報の報告と前記第２のサービ
ングセルに対するチャネル状態情報の報告が衝突した場合には、前記第２のチャネル状態
情報と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報は第２のフォーマットを使用
した物理上りリンク制御チャネルで報告される端末装置１であってよい。
【０２８２】
　（２４）上記の第９の態様において、あるサブフレームにおいて前記第２のチャネル状
態情報の報告と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報の報告が衝突し、前
記第２のフォーマットが使用される物理上りリンク制御チャネルが設定されている場合に
は、前記第２のチャネル状態情報と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報
は前記第２のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネルで報告されてよい。
【０２８３】
　（２５）上記の第９の態様において、前記第２のフォーマットが使用される物理上りリ
ンク制御チャネルは、前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報の報告のため
の物理上りリンク制御チャネルであってよい。
【０２８４】
　（２６）上記の第９の態様において、前記第１のチャネル状態情報の報告、前記第２の
チャネル状態情報の報告、および、前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報
の報告のそれぞれは、ＲＲＣシグナリングを用いて設定されてよい。
【０２８５】
　（２７）上記の第９の態様において、前記第１のフォーマットは、１つのチャネル状態
情報の報告のためのＰＵＣＣＨフォーマット（例えば、第３のＰＵＣＣＨフォーマット）
であり、前記第２のフォーマットは、所定の数のチャネル状態情報の報告のためのＰＵＣ
ＣＨフォーマット（例えば、第５のＰＵＣＣＨフォーマット）であってよい。
【０２８６】
　（２８）本発明の第１０の態様における端末装置１は、第１のフォーマットを用いる第
１の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のリソースを示す第１の情報（例えば、
ＤＣＩ）、および、第２のフォーマットを用いる第２の物理上りリンク制御チャネル（Ｐ
ＵＣＣＨ）のリソースを示す第２の情報（例えば、ＤＣＩ）を受信する受信部１０５と、
前記第１の物理上りリンク制御チャネルで第１のサービングセルに対する複数のサブフレ
ームセットの内の一部に関する第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告し、前記第２の
物理上りリンク制御チャネルで前記第１のサービングセルに対する複数のサブフレームセ
ットの内の残りに関する第２のチャネル状態情報を報告する送信部１０７と、を備え、あ
るサブフレームにおいて、前記第１の物理上りリンク制御チャネルにおける前記第１のチ
ャネル状態情報の報告と前記第２の物理上りリンク制御チャネルにおける前記第２のチャ
ネル状態情報の報告が衝突している場合、前記第１のチャネル状態情報と前記第２のチャ
ネル状態情報は前記第２のフォーマットを用いる前記第２の物理上りリンク制御チャネル
で報告される端末装置１であってよい。
【０２８７】
　（２９）本発明の第１１の態様における端末装置１は、第１のフォーマットを用いる第
１の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のリソースを示す第１の情報（例えば、
ＤＣＩ）、第１のフォーマットを用いる第２の物理上りリンク制御チャネルのリソースを
示す第２の情報（例えば、ＤＣＩ）、および、第２のフォーマットを用いる第３の物理上
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りリンク制御チャネルのリソースを示す第３の情報（例えば、ＤＣＩ）を受信する受信部
１０５と、前記第１の物理上りリンク制御チャネルで第１のサービングセルに対する複数
のサブフレームセットの内の一部に関する第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）を報告し、
前記第２の物理上りリンク制御チャネルで前記第１のサービングセルに対する複数のサブ
フレームセットの内の残りに関する第２のチャネル状態情報を報告する送信部１０７と、
を備え、あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報の報告と前記第２のチ
ャネル状態情報の報告が衝突している場合、前記第１のチャネル状態情報と前記第２のチ
ャネル状態情報は前記第２のフォーマットを用いる前記第３の物理上りリンク制御チャネ
ルで報告される端末装置１であってよい。
【０２８８】
　（３０）本発明の第１２の態様における基地局装置３は、第１のサービングセルに対す
る複数のサブフレームセットに関するチャネル状態情報（ＣＳＩ）の報告と、第２のサー
ビングセルに対するチャネル状態情報の報告を受信する受信部３０５を備え、前記第１の
サービングセルに対する複数のサブフレームセットの内の一部に関する第１のチャネル状
態情報は、第１のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）で
報告され、前記第１のサービングセルに対する複数のサブフレームセットの内の残りに関
する第２のチャネル状態情報は、前記第１のフォーマットを使用した物理上りリンク制御
チャネルで報告され、あるサブフレームにおいて、前記第２のチャネル状態情報の報告と
前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報の報告が衝突した場合には、前記第
２のチャネル状態情報と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報は第２のフ
ォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネルで報告される基地局装置３であってよ
い。
【０２８９】
　（３１）上記の第１２の態様において、あるサブフレームにおいて前記第２のチャネル
状態情報の報告と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報の報告が衝突し、
前記第２のフォーマットが使用される物理上りリンク制御チャネルが設定されている場合
には、前記第２のチャネル状態情報と前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情
報は前記第２のフォーマットを使用した物理上りリンク制御チャネルで報告されてよい。
【０２９０】
　（３２）上記の第１２の態様において、前記第２のフォーマットが使用される物理上り
リンク制御チャネルは、前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情報の報告のた
めの物理上りリンク制御チャネルであってよい。
【０２９１】
　（３３）上記の第１２の態様において、前記第１のチャネル状態情報の報告、前記第２
のチャネル状態情報の報告、および、前記第２のサービングセルに対するチャネル状態情
報の報告のそれぞれは、ＲＲＣシグナリングを用いて設定されてよい。
【０２９２】
　（３４）上記の第１２の態様において、前記第１のフォーマットは、１つのチャネル状
態情報の報告のためのＰＵＣＣＨフォーマット（例えば、第３のＰＵＣＣＨフォーマット
）であり、前記第２のフォーマットは、所定の数のチャネル状態情報の報告のためのＰＵ
ＣＣＨフォーマット（例えば、第５のＰＵＣＣＨフォーマット）であってよい。
【０２９３】
　（３５）本発明の第１３の態様における基地局装置３は、第１のフォーマットを用いる
第１の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のリソースを示す第１の情報（例えば
、ＤＣＩ）、および、第２のフォーマットを用いる第２の物理上りリンク制御チャネルの
リソースを示す第２の情報（例えば、ＤＣＩ）を送信する送信部３０７と、前記第１の物
理上りリンク制御チャネルで第１のサービングセルに対する複数のサブフレームセットの
内の一部に関する第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）の報告を受信し、前記第２の物理上
りリンク制御チャネルで前記第１のサービングセルに対する複数のサブフレームセットの
内の残りに関する第２のチャネル状態情報の報告を受信する受信部３０５と、を備え、あ
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るサブフレームにおいて、前記第１の物理上りリンク制御チャネルにおける前記第１のチ
ャネル状態情報の報告と前記第２の物理上りリンク制御チャネルにおける前記第２のチャ
ネル状態情報の報告が衝突している場合、前記第１のチャネル状態情報と前記第２のチャ
ネル状態情報は前記第２のフォーマットを用いる前記第２の物理上りリンク制御チャネル
で報告される基地局装置３であってよい。
【０２９４】
　（３６）本発明の第１４の態様における基地局装置３は、第１のフォーマットを用いる
第１の物理上りリンク制御チャネル（ＰＵＣＣＨ）のリソースを示す第１の情報（例えば
、ＤＣＩ）、第１のフォーマットを用いる第２の物理上りリンク制御チャネルのリソース
を示す第２の情報（例えば、ＤＣＩ）、および、第２のフォーマットを用いる第３の物理
上りリンク制御チャネルのリソースを示す第３の情報（例えば、ＤＣＩ）を送信する送信
部３０７と、前記第１の物理上りリンク制御チャネルで第１のサービングセルに対する複
数のサブフレームセットの内の一部に関する第１のチャネル状態情報（ＣＳＩ）の報告を
受信し、前記第２の物理上りリンク制御チャネルで前記第１のサービングセルに対する複
数のサブフレームセットの内の残りに関する第２のチャネル状態情報の報告を受信する受
信部３０５と、を備え、あるサブフレームにおいて、前記第１のチャネル状態情報の報告
と前記第２のチャネル状態情報の報告が衝突している場合、前記第１のチャネル状態情報
と前記第２のチャネル状態情報は前記第２のフォーマットを用いる前記第３の物理上りリ
ンク制御チャネルで報告される基地局装置３であってよい。
【０２９５】
　これにより、上りリンク制御情報を効率的に送信することができる。
【０２９６】
　本発明に関わる基地局装置３、および端末装置１で動作するプログラムは、本発明に関
わる上記実施形態の機能を実現するように、ＣＰＵ（Central Processing Unit）等を制
御するプログラム（コンピュータを機能させるプログラム）であっても良い。そして、こ
れら装置で取り扱われる情報は、その処理時に一時的にＲＡＭ（Random Access Memory）
に蓄積され、その後、Ｆｌａｓｈ　ＲＯＭ（Read Only Memory)などの各種ＲＯＭやＨＤ
Ｄ（Hard Disk Drive）に格納され、必要に応じてＣＰＵによって読み出し、修正・書き
込みが行われる。
【０２９７】
　尚、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、をコンピュータで実
現するようにしても良い。その場合、この制御機能を実現するためのプログラムをコンピ
ュータが読み取り可能な記録媒体に記録して、この記録媒体に記録されたプログラムをコ
ンピュータシステムに読み込ませ、実行することによって実現しても良い。
【０２９８】
　尚、ここでいう「コンピュータシステム」とは、端末装置１、又は基地局装置３に内蔵
されたコンピュータシステムであって、ＯＳや周辺機器等のハードウェアを含むものとす
る。また、「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、フレキシブルディスク、光磁
気ディスク、ＲＯＭ、ＣＤ－ＲＯＭ等の可搬媒体、コンピュータシステムに内蔵されるハ
ードディスク等の記憶装置のことをいう。
【０２９９】
　さらに「コンピュータ読み取り可能な記録媒体」とは、インターネット等のネットワー
クや電話回線等の通信回線を介してプログラムを送信する場合の通信線のように、短時間
、動的にプログラムを保持するもの、その場合のサーバやクライアントとなるコンピュー
タシステム内部の揮発性メモリのように、一定時間プログラムを保持しているものも含ん
でも良い。また上記プログラムは、前述した機能の一部を実現するためのものであっても
良く、さらに前述した機能をコンピュータシステムにすでに記録されているプログラムと
の組み合わせで実現できるものであっても良い。
【０３００】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、複数の装置から構成される集合体（
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装置グループ）として実現することもできる。装置グループを構成する装置の各々は、上
述した実施形態に関わる基地局装置３の各機能または各機能ブロックの一部、または、全
部を備えてもよい。装置グループとして、基地局装置３の一通りの各機能または各機能ブ
ロックを有していればよい。また、上述した実施形態に関わる端末装置１は、集合体とし
ての基地局装置と通信することも可能である。
【０３０１】
　また、上述した実施形態における基地局装置３は、ＥＵＴＲＡＮ（Evolved Universal 
Terrestrial Radio Access Network）であってもよい。また、上述した実施形態における
基地局装置３は、ｅＮｏｄｅＢに対する上位ノードの機能の一部または全部を有してもよ
い。
【０３０２】
　また、上述した実施形態における端末装置１、基地局装置３の一部、又は全部を典型的
には集積回路であるＬＳＩとして実現してもよいし、チップセットとして実現してもよい
。端末装置１、基地局装置３の各機能ブロックは個別にチップ化してもよいし、一部、又
は全部を集積してチップ化してもよい。また、集積回路化の手法はＬＳＩに限らず専用回
路、又は汎用プロセッサで実現しても良い。また、半導体技術の進歩によりＬＳＩに代替
する集積回路化の技術が出現した場合、当該技術による集積回路を用いることも可能であ
る。
【０３０３】
　また、上述した実施形態では、通信装置の一例として端末装置を記載したが、本願発明
は、これに限定されるものではなく、屋内外に設置される据え置き型、または非可動型の
電子機器、たとえば、ＡＶ機器、キッチン機器、掃除・洗濯機器、空調機器、オフィス機
器、自動販売機、その他生活機器などの端末装置もしくは通信装置にも適用出来る。
【０３０４】
　以上、この発明の実施形態に関して図面を参照して詳述してきたが、具体的な構成はこ
の実施形態に限られるものではなく、この発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等も含
まれる。また、本発明は、請求項に示した範囲で種々の変更が可能であり、異なる実施形
態にそれぞれ開示された技術的手段を適宜組み合わせて得られる実施形態についても本発
明の技術的範囲に含まれる。また、上記各実施形態に記載された要素であり、同様の効果
を奏する要素同士を置換した構成も含まれる。
【符号の説明】
【０３０５】
　１（１Ａ、１Ｂ、１Ｃ）　端末装置
　３　基地局装置
　１０１　上位層処理部
　１０３　制御部
　１０５　受信部
　１０７　送信部
　３０１　上位層処理部
　３０３　制御部
　３０５　受信部
　３０７　送信部
　１０１１　無線リソース制御部
　１０１３　スケジューリング情報解釈部
　１０１５　チャネル状態情報報告制御部
　３０１１　無線リソース制御部
　３０１３　スケジューリング部
　３０１５　チャネル状態情報報告制御部
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